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令 和 ７ 年 の 天 候
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令 和 ７ 年 （ 2 0 2 5 年 ） の 天 候 と 平 均 気 温

〇 日 本 の 年 平 均 気 温 は 、 様 々 な 変 動 を 繰 り 返 し な が ら 上 昇 し て お り 、 長 期 的 に は 、 年 あ
た り ℃ の 割 合 で 上 昇 。 特 に 年 代 以 降 、 高 温 と な る 年 が 頻 出 。

〇 年 平 均 気 温 は 、 北 日 本 ・ 東 日 本 ・ 西 日 本 で か な り 高 く 、 年 平 均 気 温 偏 差 は 、 ℃ で 、
年 以 降 の 統 計 開 始 以 降 の 年 と し て ３ 位 の 高 温 と な っ た 。

細 線 （ 黒 ） ： 各 年 の 平 均 気 温 の 基 準 値 か ら の 偏 差
太 線 （ 青 ） ： 偏 差 の  年 移 動 平 均 値

直 線 （ 赤 ） ： 長 期 変 化 傾 向
基 準 値 は   ～   年 の  年 平 均 値

令 和 ７ 年 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間

出 展 ： 気 象 庁
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令 和 ７ 年 （ 2 0 2 5 年 ） の 夏 秋 季 の 平 均 気 温

〇 令 和 ７ 年 夏 の 平 均 気 温 偏 差 は ℃ と な り 、 統 計 を 開 始 し た 年 以 降 の 夏 と し て 位 の
高 温 と な っ た 。

〇 令 和 ７ 年 秋 の 平 均 気 温 は 、 全 国 的 に 高 か っ た 。

夏 （ ６ 月 ～ ８ 月 ） 秋 （ ９ 月 ～ 月 ）

出 展 ： 気 象 庁
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農 作 物 へ の 気 候 変 動 の 影 響 と 適 応 策
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⾷ 料 ⽣ 産 を 脅 か す 気 候 変 動

○ 農 林 ⽔ 産 業 は 気 候 変 動 の 影 響 を 受 け や す く 、 ⾼ 温 に よ る 品 質 低 下 等 が ⽇ 本 各 地 で 既 に 発 ⽣ 。
○ 2 0 2 4 年 、 ⽇ 本 及 び 世 界 の 平 均 気 温 は 記 録 の 残 る 中 で 、 最 も ⾼ い 値 を 記 録 。 2 0 2 5 年 も ⽇ 本 で は 7 ⽉ の 平 均 気 温 が 前 年 を 上 回 り 、

8 ⽉ に は 複 数 の 地 点 で 観 測 史 上 最 ⾼ 気 温 を 記 録 。 1 9 ⽔ 系 2 6 河 川 で 取 ⽔ 制 限 等 の 渇 ⽔ 体 制 （ 8 ⽉ 1 7 ⽇ 現 在 ） 、 3 3 道 府 県 で 斑 点 ⽶ カ
メ ム シ 類 の 注 意 報 （ 8 ⽉ 1 5 ⽇ 現 在 ） 等 の 対 応 。

○ ⾼ 温 耐 性 品 種 へ の 転 換 を は じ め と す る 、 気 候 変 動 に よ る 被 害 の 回 避 ・ 軽 減 に 向 け た 取 組 の 推 進 が 不 可 ⽋ 。

観 測 値 （ ℃ 、 起 ⽇ ）地 点都 道 府 県順 位

2 0 2 5 年 8 ⽉ 5 ⽇4 1. 8伊 勢 崎群 ⾺ 県1

2 0 2 5 年 8 ⽉ 6 ⽇4 1. 4静 岡静 岡 県2

2 0 2 5 年 8 ⽉ 5 ⽇4 1. 4鳩 ⼭埼 ⽟ 県〃

2 0 2 5 年 8 ⽉ 5 ⽇4 1. 2桐 ⽣群 ⾺ 県４

2 0 2 5 年 7 ⽉ 3 0 ⽇4 1. 2柏 原兵 庫 県〃

年

1 
9 
9 
1-
 2
 0
 2
 0
 年
 

平 
均 

か 
ら 

の 
差 

（ 
℃ 

）

⽇ 本 の 7 ⽉ 平 均 気 温 偏 差 の ⻑ 期 変 化 出 典 ︓ 気 象 庁 ホ ー ム ペ ー ジ

■ 注 意 報 発 表 都 道 府 県
警 報 発 表 は ０ 件

⽇ 本 の 夏 の 平 均 気 温 は 上 昇 傾 向 が 継 続

最 ⾼ 気 温 の 観 測 史 上 の 順 位 （ 8 ⽉ 2 0 ⽇ 現 在 ）

出 典 ︓ 気 象 庁 ホ ー ム ペ ー ジ

農 林 ⽔ 産 業 へ の 気 候 変 動 の 影 響

1 9 ⽔ 系 2 6 河 川 で 取 ⽔ 制 限 等 の
渇 ⽔ 体 制 （ 8 ⽉ 1 7 ⽇ 現 在 ）

斑 点 ⽶ カ メ ム シ 類 （ イ ネ カ メ ム シ を 含 む ） の
注 意 報 ・ 警 報 発 表 状 況 （ 8 ⽉ 1 5 ⽇ 現 在 ）

⾼ 温 に よ り ⽩ 未 熟 粒 が 増 加 。 今 般 の ⽶ 価 ⾼ 騰
に お い て も 、 ⾼ 温 障 害 等 に よ り 精 ⽶ 歩 留 ま り が
悪 く 、 ⽞ ⽶ ベ ー ス で の 必 要 量 が 増 加 し た こ と が 、
⽞ ⽶ ベ ー ス の 需 要 量 増 加 の 要 因 の ⼀ つ と し て 考
え ら れ る 。

⾼ 温 に よ る 品 質 低 下 等 の 影 響 例

＜ ⽔ 稲 ＞

⽩ 未 熟 粒 （ 左 ） と 正 常 粒 （ 右 ） の 断 ⾯

障 害 果 の 発 ⽣双 ⼦ 果 の 発 ⽣

果 ⽪ の つ や が な く 、
果 実 の 褐 変 、
萎 れ が み ら れ る

正 常 果 双 ⼦ 果

令 和 ６ 年 夏 の ⾼ 温 の 影 響 に よ る 「 双 ⼦ 果 」 、 収
穫 期 の ⾼ 温 に よ る 障 害 果 （ 過 熟 果 ） の 発 ⽣ が
増 加 し 、 令 和 ７ 年 産 の お う と う の ⽣ 産 量 が ⼤ 幅
に 減 少 。

＜ お う と う ＞

出 典 ︓ 国 ⼟ 交 通 省 出 典 ︓ 農 林 ⽔ 産 省
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水 稲
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水 稲 へ の 気 候 変 動 の 影 響 と 適 応 策 （ 令 和 ６ 年 ）

○○ 水 稲 に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況水 稲 に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況 ※ 表 中 の 割 合 は 作 付 面 積 に 対 し 、 発 生 に よ る 影 響 が み ら れ た 割 合

主 な 現 象 全 国 発 生 の 主 な 原 因
北 日 本 東 日 本 西 日 本

白 未 熟 粒 の 発 生 ３ ～ ４ 割 １ ～ ２ 割 ３ ～ ４ 割 ５ ～ ６ 割 出 穂 期 以 降 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 （ ７ 月 ～ ）

虫 害 の 発 生 １ ～ ２ 割 １ ～ ２ 割 ２ ～ ３ 割 １ ～ ２ 割
【 カ メ ム シ 類 、 ニ カ メ イ チ ュ ウ 等 】 夏 季 の 高 温 ・ 少 雨 、 冬 季 の 高 温
【 ス ク ミ リ ン ゴ ガ イ （ ジ ャ ン ボ タ ニ シ ） 】 冬 季 の 高 温

粒 の 充 実 不 足 １ 割 未 満 １ 割 未 満 １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 出 穂 期 ～ 登 熟 期 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 （ ７ 月 ～ ）

生 育 不 良 １ 割 未 満 － １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 生 育 期 間 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 、 台 風 に よ る 多 雨 等

胴 割 粒 の 発 生 １ 割 未 満 １ 割 未 満 １ 割 未 満 １ 割 未 満 出 穂 期 ～ 登 熟 期 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 （ ７ 月 ～ ）

○ 夏 の 平 均 気 温 が 非 常 に 高 か っ た こ と か ら 、 出 穂 期 以 降 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 に よ る 「 白 未 熟 粒 の 発 生 」 が 多 く み ら れ た「 白 未 熟 粒 の 発 生 」 が 多 く み ら れ た 。

○ 全 国 的 な 発 生 割 合 は 令 和 ５ 年 産 よ り も 小 さ か っ た も の の 、 西 日 本 で は ５ ～ ６ 割 の 地 域 で 発 生 が み ら れ る西 日 本 で は ５ ～ ６ 割 の 地 域 で 発 生 が み ら れ る な ど 影 響 が 大 き か っ た 。

○ 主 な 適 応 策 と し て は 、 白 未 熟 粒 及 び 胴 割 粒 の 発 生 抑 制 対 策 、 収 量 ・ 品 質 の 確 保 と し て 水 管 理 が 徹 底 さ れ て い る ほ か 、 高 温 耐 性
品 種 の 導 入 や 、 施 肥 管 理 、 適 期 防 除 も 実 施 。

主 な 目 的

実 施 し て い る 適 応 策 （ 実 証 中 、 研 究 段 階 の 適 応 策 を 含 む 。 ）

水 管 理
高 温 耐 性
品 種 導 入

施 肥 管 理 適 期 防 除 適 期 移 植 土 づ く り 適 期 収 穫 作 期 変 更 中 干 し
穂 数 ・ 籾 数
の 適 正 化

直 播 栽 培

白 未 熟 粒 の 発 生 抑 制 2 9 3 0 1 9 1 0 3 1 2 1 2 1

収 量 、 品 質 の 確 保 （ 粒
の 充 実 不 足 の 抑 制 ）

1 2 7 1 0 1 3 5 1 1

胴 割 粒 の 発 生 抑 制 1 2 3 2 7 1

着 色 粒 の 発 生 抑 制 1 3

虫 害 の 発 生 抑 制 8 1

不 稔 の 発 生 抑 制 1 1 1 5 1

病 害 の 発 生 抑 制 1 1 1 1

生 育 障 害 の 抑 制 1

○○ 主 な 適 応 策 の 実 施 状 況主 な 適 応 策 の 実 施 状 況
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○ 水 稲 う る ち 玄 米 の １ 等 級 比 米 率 （ 令 和 ５ 年 ～ ７ 年 産 ）

R 7

R 6

R 5

（ 凡 例 ）

水 稲 う る ち 玄 米 の １ 等 米 比 率 の 地 域 別 比 較

○ 全 国 の 水 稲 う る ち 玄 米 の １ 等 米 比 率 は 、 令 和 ５ 年 産 で は 過 去 最 低 の 6 0. 9 ％ に ま で 低 下 し た も の の 、 令 和
６ 年 産 で は 7 5. 9 ％ ま で 回 復 し 、 令 和 ７ 年 産 も 同 等 の 比 率 。

○ 近 畿 地 域 の 水 稲 う る ち 玄 米 の １ 等 米 比 率 は 、 令 和 ５ 年 産 は 、 5 2. 0 ％ 、 令 和 ６ 年 産 は 4 7. 6 ％ 、 令 和 7 年 産
は 、 3 4. 9 ％   （ 1 1 月 末 速 報 版 ） ま で 、 年  々 低 下 。

※ 令 和 ５ 年 産 の １ 等 米 比 率 は 確 定 値 、 令 和 ６ 年 産 の １ 等 米 比 率 は 令 和 ７ 年 ３ 月 3 1 日 現 在 の 速 報 値 、 令 和 ７ 年 産 の １ 等 米 比 率 は 令 和 ７ 年
1 1 月 3 0 日 現 在 の 速 報 値 。 8



水 稲 の 高 温 耐 性 品 種

○ 令 和 ６ 年 は 、 年 平 均 気 温 は 全 国 的 に か な り 高 く 、 特 に 東 ・ 西 日 本 と 沖 縄 ・ 奄 美 で 記 録 的 な 高 温 と な っ た 。
○ こ の た め 、 出 穂 期 以 降 の 高 温 に よ る 白 未 熟 粒 の 発 生 な ど が 懸 念 さ れ た 各 県 に お い て は 、 品 質 低 下 を 防 ぐ た め の 追

肥 や 水 管 理 ・ 適 期 収 穫 等 の 対 応 を 強 化 。 加 え て 、 一 部 地 域 で は 少 雨 に よ る 渇 水 の た め 、 番 水 ( ※ ) や 消 雪 用 井 戸 の
活 用 等 も 実 施 。

○ 地 球 温 暖 化 に 伴 い 高 温 傾 向 が 続 く こ と が 見 込 ま れ る こ と か ら 、 高 温 耐 性 品 種 の 拡 大 を 進 め る 必 要 。
※ 番 水 ： 用 水 の 受 益 地 区 を い く つ か に 区 分 し 、 区 分 し た 地 区 ご と 、 ま た は 圃 場 ご と に 順 番 と 時 間 を 決 め て 、 数 日 ご と に 配 水 す る 方 法 。

【【 高 温 ・ 渇 水 に よ る 農 作 物 へ の 影 響高 温 ・ 渇 水 に よ る 農 作 物 へ の 影 響 】】
・ 米 ： 白 未 熟 粒 の 発 生

腹 白 未 熟 粒 背 白 粒基 部 未 熟 粒正 常 粒

白 未 熟 粒

・ ト マ ト ： 裂 果 の 発 生 ・ リ ン ゴ ： 日 焼 け 果 の 発 生

穀 物 課 、 農 業 環 境 対

稲 生 産 班 、 温 暖 化 班

随 時

1 0 月

高 温 耐 性 品 種 の 面 積 （ R 6 1 0 月 ）
R 5 年 産 の 数 値 は R 5 温 暖 化 レ ポ ー ト の 公 表 に 合 わ せ 修 正 し て い ま す 。
グ ラ フ に つ い て は 、 穀 物 課 さ ん 修 正 願 い ま す 。
1 8 2, 8 6 9 → 1 8 2, 9 3 6

【 米 の 高 温 耐 性 品 種 の 作 付 状 況 】【 米 の 高 温 耐 性 品 種 の 作 付 状 況 】

(万 h a) ( %)

出 典 ： 農 林 水 産 省 「 令 和 ６ 年 地 球 温 暖 化 影 響 調 査 レ ポ ー ト 」
※ １ 高 温 耐 性 品 種 と は 、 高 温 に あ っ て も 玄 米 品 質 や 収 量 が 低 下 し に く い

品 種 で 、 地 球 温 暖 化 に よ る 影 響 に 適 応 す る こ と を 目 的 と し て 導 入 さ れ
た 面 積 に つ い て 、 都 道 府 県 か ら 報 告 が あ っ た も の を 取 り ま と め た も の 。

※ ２ 高 温 耐 性 品 種 の 作 付 面 積 に は 推 計 値 も 含 ま れ る 。

都 道
府 県

高 温 耐 性 品 種
が 占 め る 割 合

主 な
高 温 耐 性 品 種

検 査 数 量 １ 位
の 主 食 用 品 種

北 海 道  ー ー な な つ ぼ し

青 森  1 6. 7 は れ わ た り ま っ し ぐ ら

岩 手  ー ー ひ と め ぼ れ

宮 城  9. 2 つ や 姫 ひ と め ぼ れ

秋 田  2. 4 サ キ ホ コ レ あ き た こ ま ち

山 形  3 0. 0 つ や 姫 は え ぬ き

福 島  0. 0 に じ の き ら め き コ シ ヒ カ リ

茨 城  6. 5 に じ の き ら め き コ シ ヒ カ リ

栃 木  2 4. 5 と ち ぎ の 星 コ シ ヒ カ リ

群 馬  6. 0 に じ の き ら め き あ さ ひ の 夢

埼 玉  2 6. 2 彩 の き ず な 彩 の き ず な

千 葉  3 2. 7 ふ さ こ が ね コ シ ヒ カ リ

東 京  ー ー ー

神 奈 川  8. 1 て ん こ も り は る み

新 潟  2 9. 1 こ し い ぶ き 、 新 之 助 コ シ ヒ カ リ

富 山  2 6. 1 て ん た か く 、 富 富 富 コ シ ヒ カ リ

石 川  3 3. 8 ゆ め み づ ほ 、 ひ ゃ く ま ん 穀 コ シ ヒ カ リ

福 井  4 6. 1 ハ ナ エ チ ゼ ン 、 い ち ほ ま れ コ シ ヒ カ リ

山 梨  0. 9 に じ の き ら め き コ シ ヒ カ リ

長 野  0. 3 に じ の き ら め き コ シ ヒ カ リ

岐 阜  2. 6 に じ の き ら め き ハ ツ シ モ

静 岡  3 3. 0 き ぬ む す め コ シ ヒ カ リ

愛 知  2. 4 な つ き ら り あ い ち の か お り

三 重  2. 7 な つ い ろ コ シ ヒ カ リ

都 道
府 県

高 温 耐 性 品 種
が 占 め る 割 合

主 な
高 温 耐 性 品 種

検 査 数 量 １ 位
の 主 食 用 品 種

滋 賀  1 1. 5 み ず か が み コ シ ヒ カ リ

京 都  1. 0 京 式 部 コ シ ヒ カ リ

大 阪  1 7. 0 き ぬ む す め ヒ ノ ヒ カ リ

兵 庫  7. 9 き ぬ む す め コ シ ヒ カ リ

奈 良  ー ー ヒ ノ ヒ カ リ

和 歌 山  3 5. 4 き ぬ む す め き ぬ む す め

鳥 取  3 9. 3 き ぬ む す め き ぬ む す め

島 根  4 4. 7 き ぬ む す め き ぬ む す め

岡 山  2 4. 7 き ぬ む す め ア ケ ボ ノ

広 島  1 8. 7 あ き さ か り コ シ ヒ カ リ

山 口  1 8. 7 き ぬ む す め コ シ ヒ カ リ

徳 島  3 0. 4 あ き さ か り コ シ ヒ カ リ

香 川  2 7. 8 あ き さ か り ヒ ノ ヒ カ リ

愛 媛  1 8. 7 に こ ま る コ シ ヒ カ リ

高 知  7. 7 に こ ま る コ シ ヒ カ リ

福 岡  2 0. 7 元 気 つ く し 夢 つ く し

佐 賀  5 6. 3 さ が び よ り さ が び よ り

長 崎  4 7. 4 な つ ほ の か 、 に こ ま る に こ ま る

熊 本  1 3. 7 く ま さ ん の 輝 き ヒ ノ ヒ カ リ

大 分  2 3. 9 な つ ほ の か ヒ ノ ヒ カ リ

宮 崎  4. 3 夏 の 笑 み コ シ ヒ カ リ

鹿 児 島  6. 0 な つ ほ の か ヒ ノ ヒ カ リ

沖 縄  ー ー ひ と め ぼ れ

全 国 1 6. 4
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高 温 耐 性 品 種 の 作 付 面 積

主 食 用 米 に 占 め る 高 温 耐 性 品 種 の 作 付 面 積 割 合
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令 和 ７ 年 の 斑 点 米 カ メ ム シ 類 （ イ ネ カ メ ム シ を 含 む ） の 注 意 報 ・ 警 報令 和 ７ 年 の 斑 点 米 カ メ ム シ 類 （ イ ネ カ メ ム シ を 含 む ） の 注 意 報 ・ 警 報
の 発 表 状 況 （ 令 和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 現 在 ）の 発 表 状 況 （ 令 和 ７ 年 ９ 月 ５ 日 現 在 ）

©  G e o N a m es,  Mi cr os oft,  Z e nri n
提 供 元 : Bi n g

注 意 報 発 表 都 道 府 県注 意 報 発 表 都 道 府 県
（ 件 数 ： 4 6 件 （ 3 5 道 府 県 ） ）（ 件 数 ： 4 6 件 （ 3 5 道 府 県 ） ）
警 報 は 発 表 件 数 は ０ 件警 報 は 発 表 件 数 は ０ 件

提 供 元 ： Bi n g;,  Mi cr o s oft,  Z e nri n

内 容発 表 の 頻 度種 類

重 要 な 病 害 虫 が 大 発 生大 発 生 す る こ と が 予 測 さ れ 、 か つ 、 早 急 に早 急 に
防 除 措 置 を 講 じ る 必 要 が 認 め ら れ る 場 合防 除 措 置 を 講 じ る 必 要 が 認 め ら れ る 場 合 に 発 表

都 道 府 県 の
判 断 に よ り
適 宜 発 表

警 報警 報

警 報 を 発 表 す る ほ ど で は な い が 、 重 要 な 病 害 虫 が 多 発多 発 す る

こ と が 予 測 さ れ 、 か つ 、 早 め に 防 除 措 置 を 講 じ る 必 要 が 認 め早 め に 防 除 措 置 を 講 じ る 必 要 が 認 め
ら れ る 場 合ら れ る 場 合 に 発 表

都 道 府 県 の
判 断 に よ り
適 宜 発 表

注 意 報注 意 報

注 意 報山 形 県２ 日７ 月

注 意 報富 山 県

注 意 報石 川 県３ 日

注 意 報埼 玉 県

注 意 報山 口 県７ 日

注 意 報栃 木 県８ 日

注 意 報千 葉 県９ 日

注 意 報福 井 県

注 意 報茨 城 県1 0 日

注 意 報新 潟 県

注 意 報三 重 県1 1 日

注 意 報鳥 取 県

注 意 報長 野 県1 4 日

注 意 報島 根 県

注 意 報栃 木 県

注 意 報岩 手 県1 5 日

注 意 報福 島 県1 6 日

注 意 報長 崎 県

注 意 報愛 知 県

注 意 報兵 庫 県1 7 日

注 意 報滋 賀 県

注 意 報岐 阜 県1 8 日

注 意 報宮 城 県

注 意 報群 馬 県

注 意 報京 都 府

注 意 報北 海 道

注 意 報福 岡 県2 2 日

注 意 報鳥 取 県

注 意 報埼 玉 県2 3 日

注 意 報富 山 県2 4 日

注 意 報広 島 県2 5 日

注 意 報岩 手 県2 8 日

注 意 報埼 玉 県2 9 日

注 意 報静 岡 県3 1 日

注 意 報大 阪 府

注 意 報石 川 県

注 意 報大 分 県４ 日８ 月

注 意 報山 口 県６ 日

注 意 報佐 賀 県

注 意 報岡 山 県

注 意 報山 形 県７ 日

注 意 報群 馬 県

注 意 報愛 媛 県1 3 日

注 意 報熊 本 県2 0 日

注 意 報奈 良 県2 2 日

注 意 報群 馬 県
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斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 被 害 に 要 注 意斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 被 害 に 要 注 意

斑 点 米 カ メ ム シ 類 と は斑 点 米 カ メ ム シ 類 と は

カ メ ム シ 類 が 籾 を 加 害 す る と 黒 色 ま た は 茶 色 の 斑 点 が
で き た 玄 米 、 い わ ゆ る 「 斑 点 米 」 が 生 じ ま す 。

斑 点 米 カ メ ム シ 類 は 、 斑 点 米 被 害 を 引 き 起 こ す カ メ ム
シ 類 の 総 称 で あ り 、 全 国 で 3 0 種 以 上 存 在 し て い ま す 。

図   斑 点 米

斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 種 類斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 種 類

ア カ ス ジ カ ス ミ カ メ 、 ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ 、 ク モ ヘ リ カ メ ム シ 、 イ ネ カ
メ ム シ 等 が 主 要 種 と さ れ て い ま す 。
地 域 毎 に 主 要 種 と な っ て い る 種 類 は 異 な り ま す 。

１ ． ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド リ カ ス ミ カ メ
体 長 5 ～ 6 m m の 小 型 種 、 年 間 の 発 生 世 代 数 は 3 ～ 5

世 代 程 度 。 イ ネ 科 植 物 に 産 卵 し 、 卵 で 越 冬 し ま す 。
割 れ 籾 の 発 生 が 多 い ほ ど 、 斑 点 米 が 多 く な る と さ
れ て い ま す 。

２ ． ク モ ヘ リ カ メ ム シ
体 長 1 5 ～ 1 7 m m の 大 型 種 で 、 年 間 の 発 生 世 代 数 は 1
～ 2 世 代 程 度 。 樹 木 枝 葉 、 樹 冠 等 で 成 虫 で 越 冬 し
ま す 。

３ ． イ ネ カ メ ム シ
体 長 1 2 ~ 1 3 m m の 大 型 種 で 、 年 間 の 発 生 世 代 数 は
1 ~ 2 世 代 程 度 。 他 の 斑 点 米 カ メ ム シ 類 と 異 な り 、

稲 へ の 嗜 好 性 が 高 い で す 。 ま た 、 斑 点 米 だ け で な
く 籾 が 充 実 し な い 被 害 、 い わ ゆ る 不 稔 被 害 を 引 き
起 こ し ま す 。

斑 点 米 カ メ ム シ 類 の １ 年 間斑 点 米 カ メ ム シ 類 の １ 年 間

斑 点 米 カ メ ム シ 類 は 、 イ ネ
科 雑 草 で 繁 殖 す る こ と が 多
く 、 稲 の 出 穂 前 後 に 水 田 に
侵 入 し ま す 。

発 生 量 は そ の 年 の 気 候 条
件 や 周 囲 の 環 境 に よ り 、 大
き く 変 動 し ま す 。

ア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ドア カ ヒ ゲ ホ ソ ミ ド
リ カ ス ミ カ メリ カ ス ミ カ メ ク モ ヘ リ カ メ ム シク モ ヘ リ カ メ ム シ

ア カ ス ジ カ ス ミ カ メア カ ス ジ カ ス ミ カ メ

防 除 対 策 に つ い て ～ 地 域 一 斉 の 防 除 で 効 果防 除 対 策 に つ い て ～ 地 域 一 斉 の 防 除 で 効 果 U PU P ～～
標 準 的 な 防 除 対 策 は 、 以 下 の と お り で す 。

斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 種 類 等 に よ っ て 、 効 果 的 な 対 策 は 異 な り ま す の で 、 詳 細 は 都 道 府
県 病 害 虫 防 除 所 へ お 問 い 合 わ せ 下 さ い 。

そ の １   適 期 の 薬 剤 散 布

 都 道 府 県 の 発 表 す る 発 生 予 察 情 報 を 参 考 に し な が ら 、 水 田 内 の 発 生 状 況 、 水 稲
の 生 育 状 況 を よ く 確 認 し 、 適 期 に 薬 剤 散 布 を 実 施 し ま し ょ う 。

 薬 剤 散 布 は 主 に 出 穂 期 以 降 に 実 施 さ れ ま す が 、 薬 剤 散 布 の 適 期 は 、 斑 点 米 カ メ
ム シ 類 の 種 類 や 使 用 す る 薬 剤 の 種 類 に よ り 異 な り ま す の で 、 各 都 道 府 県 の 防 除
指 針 、 地 域 の 防 除 暦 等 を 参 考 に し て く だ さ い 。

イ ネ カ メ ム シ 対 策 （ 不 稔 被 害 防 止 ） で は 、 出 穂 期 の 薬 剤 散 布 を 実 施 し ま し ょ う 。

一 部 の 地 域 で は 薬 剤 抵 抗 性 が 発 達 し た 個 体 （ 特 定 の 薬 剤 が 効 き に く い 個 体 ） も 確
認 さ れ て い ま す 。 同 一 系 統 の 薬 剤 の 連 用 は 避 け 、 ロ ー テ ー シ ョ ン 散 布 を 心 が け ま
し ょ う 。

そ の ２   雑 草 管 理 の 徹 底

 水 田 周 辺 の 畦 畔 、 休 耕 田 等 の 雑 草 除 去 を 実 施 し 、 斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 密 度 低
減 を 行 い ま し ょ う 。

 ま た 、 水 田 内 の ノ ビ エ や イ ヌ ホ タ ル イ も 斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 増 殖 ・ 飛 来 源 と
な り ま す の で 、 除 草 し ま し ょ う 。

出 穂 期 以 降 の 畦 畔 の 除 草 は 、 か え っ て 畦 畔 の 斑 点 米 カ メ ム シ 類 を 水 田 に 追 い 込 む
こ と に な り ま す 。
草 刈 り は 、 稲 の 出 穂 1 0 ～ 1 5 日 前 ま で に 終 了 し ま し ょ う 。

こ う い っ た 場 合 は 、 斑 点 米 被 害 が 発 生 し や す いこ う い っ た 場 合 は 、 斑 点 米 被 害 が 発 生 し や す い

図   斑 点 米 カ メ ム シ 類

図   斑 点 米 カ メ ム シ 類 の 大 ま か な 動 き

イ ネ カ メ ム シイ ネ カ メ ム シ
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○ 地 球 温 暖 化 が 進 行 す る 中 、 近 年 、 高 温 等 の 影 響 で う ん し ゅ う み か ん や り ん ご の 日 焼 け 等 の 障 害 が 発
生 。 果 樹 は 永 年 性 作 物 で あ り 、 高 温 等 の 影 響 は 当 該 年 度 の み な ら ず 、 翌 年 度 以 降 の 長 期 に 及 ぶ こ と
を 踏 ま え た 対 策 が 必 要 。

り ん ごり ん ご

お う と うお う と う

正 常 果 双 子 果

う ん し ゅ う み か んう ん し ゅ う み か ん
な しな し

か きか き う めう め

⚫ 令 和 ６ 年 産 で は 、 前 年 夏 の 高 温 の 影 響前 年 夏 の 高 温 の 影 響
に よ る 「 双 子 果 」「 双 子 果 」 、 収 穫 期 の 高 温収 穫 期 の 高 温 に よ
る 障 害 果 （ 過 熟 果 等 ） が 発 生障 害 果 （ 過 熟 果 等 ） が 発 生 。

⚫ 令 和 ７ 年 産 で は 、 障 害 果 の 発 生 は 少 な
い も の の 「 双 子 果 」「 双 子 果 」 は 平 年 以 上 に 発 生 。

⚫ 令 和 ６ 年 産 で は 、 開 花 前 の 冬 季 の 高 温開 花 前 の 冬 季 の 高 温 に よ り 開
花 期 が 大 幅 に 前 進 し 、 め し べ の 発 達 が 不 十 分 なめ し べ の 発 達 が 不 十 分 な
う ち に 開 花 し た た め 、 着 果 数 が 減 少 。う ち に 開 花 し た た め 、 着 果 数 が 減 少 。

⚫ 令 和 ７ 年 産 で は 、 温 暖 化 で 開 花 期 が 短 縮温 暖 化 で 開 花 期 が 短 縮 し 、 降
雨 、 低 温 に よ る ミ ツ バ チ の 活 動 低 下 で 受 粉 不 良 。

降
雨 、 低 温 に よ る ミ ツ バ チ の 活 動 低 下 で 受 粉 不 良 。
２ 年 連 続２ 年 連 続 で 降 雹 被 害降 雹 被 害 が 発 生 。

⚫ 令 和 ６ 年 産 で は 、 夏 の 高 温夏 の 高 温 に よ り 日 焼 け日 焼 け が 発
生 。

⚫ 令 和 ７ 年 産 で は 目 立 っ た 被 害 報 告 は な い も の
の 、 一 部 で 乾 燥乾 燥 に よ り 小 玉 傾 向小 玉 傾 向 。

⚫ 令 和 ６ 年 産 で は 、 夏 の 高 温夏 の 高 温 に よ り 日 焼 け日 焼 け 、
秋 季 の 高 温 ・ 多 雨秋 季 の 高 温 ・ 多 雨 に よ り 浮 き 皮浮 き 皮 が 発 生 。

⚫ 令 和 ７ 年 産 で は 目 立 っ た 被 害 報 告 は な い が 、
一 部 で 高 温高 温 と 秋 の 多 雨秋 の 多 雨 に よ り 着 色 に 遅 れ着 色 に 遅 れ 。

⚫ 令 和 ６ 年 産 で は 、 夏 の 高 温令 和 ６ 年 産 で は 、 夏 の 高 温 と 過 湿過 湿 に よ り 果
肉 の 一 部 が 水 浸 状 と な る 「 み つ 症 」「 み つ 症 」 が 発 生 。

⚫ 令 和 ７ 年 産 は 「 み つ 症 」 は 少 な い「 み つ 症 」 は 少 な い も の の 、
乾 燥乾 燥 に よ り 小 玉 傾 向 。小 玉 傾 向 。

高 温 等 に よ る 被 害 （ 令 和 ７ 年 産 は １ １ 月 時 点 ）高 温 等 に よ る 被 害 （ 令 和 ７ 年 産 は １ １ 月 時 点 ）

日 焼 け
浮 き 皮

果 樹 の 高 温 被 害 の 状 況

⚫ 令 和 ６ 年 産 で は 、 夏 の 高 温夏 の 高 温 に よ り 日
焼 け

日
焼 け が 発 生 。

⚫ 令 和 ７ 年 産 に お い て も 、 日 焼 け日 焼 け が 発
生 し 、 少 雨 に よ り 小 玉 傾 向 。 1 3

岡本啓一(OKAMOTOKeiichi)
線



遮 光 資 材 の 利 用遮 光 資 材 の 利 用

果 樹 の 技 術 的 対 策 （ 高 温 へ の 適 応 策 及 び 高 温 適 応 性 品 種 ）果 樹 の 技 術 的 対 策 （ 高 温 へ の 適 応 策 及 び 高 温 適 応 性 品 種 ）

○ 果 樹 農 業 で は 、 生 産 減 少 の 大 き な 要 因 と な る 高 温 等 の 影 響 に よ る 生 理 障 害 の 発 生 抑 制 の た め 、 遮 光 資 材遮 光 資 材 や か ん 水 設か ん 水 設
備 ・ 細 霧 冷 房備 ・ 細 霧 冷 房 の 利 用 な ど の 技 術 的 対 策 に 取 り 組 む こ と が 必 要技 術 的 対 策 に 取 り 組 む こ と が 必 要 。

○ 農 研 機 構 や 都 道 府 県農 研 機 構 や 都 道 府 県 の 研 究 機 関 等 に お い て 、 高 温 下 で も 着 色 し や す く 、 果 肉 が 軟 化 し に く い と い っ た 特 性 を 持 つ
高 温 適 応 性 品 種 が 開 発高 温 適 応 性 品 種 が 開 発 。

品 目品 目 品 種 名品 種 名 特 徴特 徴

り ん ご

紅 み の り
高 温 環 境 下 で も 着 色 し や す く 、
果 肉 が 軟 化 し に く い 。

ぐ ん ま 名 月
果 皮 が 黄 色 の 品 種 の た め 、 着
色 が 問 題 に な り に く い 。

ぶ ど う

グ ロ ー ス
ク ロ ー ネ

高 温 に よ る 着 色 不 良 が 生 じ に
く く 、 種 無 し 栽 培 が 可 能 。

シ ャ イ ン
マ ス カ ッ ト

果 皮 が 黄 緑 色 の 品 種 の た め 、
着 色 が 問 題 に な り に く い 。

も も

さ く ひ め
開 花 の 低 温 要 求 時 間 が 短 い た
め 、 暖 冬 で も 安 定 し て 開 花 。

夢 桃 香
硬 肉 で 樹 上 で 軟 化 し づ ら く 、
日 持 ち 性 が 良 い 。

な し 凛 夏
休 眠 期 の 高 温 に よ る 花 芽 の 枯
死 が 起 こ り に く い 。

高 温 適 応 性 品 種 の 例高 温 適 応 性 品 種 の 例高 温 に 対 す る 適 応 策 （ 例 ）高 温 に 対 す る 適 応 策 （ 例 ）

か ん 水 設 備 や 細 霧 冷 房 の 利 用か ん 水 設 備 や 細 霧 冷 房 の 利 用

予 防 的 な 栽 培 技 術 の 導 入 、 適 時 ・ 適 切 な 防 除予 防 的 な 栽 培 技 術 の 導 入 、 適 時 ・ 適 切 な 防 除

遮 光 ネ ッ ト 果 実 袋炭 酸 カ ル シ ウ ム 水 和 剤

点 滴 灌 水 細 霧 冷 房

ゆ め と う か

樹 上 散 水

り ん か

べ に

表 層 摘 果 防 除 暦 の 見 直 し
出 典 ： リ ン ゴ 日 焼 け 果 の 発 生 軽 減 対 策 技 術 マ ニ ュ ア ル   等
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う ん し ゅ う み か ん へ の 気 候 変 動 の 影 響 と 適 応 策 （ 令 和 ６ 年 ）

主 な 現 象 全 国 発 生 の 主 な 原 因
北 日 本 東 日 本 西 日 本

日 焼 け 果 ３ ～ ４ 割 － １ ～ ２ 割 ４ ～ ５ 割 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 （ ７ ～ 1 0 月 ）

着 色 不 良 ・ 着 色 遅 延 ２ ～ ３ 割 － １ 割 未 満 ３ ～ ４ 割 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 （ ６ ～ 1 2 月 ）

浮 皮 ２ ～ ３ 割 － １ ～ ２ 割 ２ ～ ３ 割 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 、 高 温 ・ 多 雨 （ ７ ～ 1 2 月 ）

減 酸 の 早 ま り １ ～ ２ 割 － １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 ・ 多 雨 、 多 雨 （ ９ ～ 1 1 月 ）

虫 害 の 発 生 １ ～ ２ 割 － － １ ～ ２ 割
【 カ イ ガ ラ ム シ 類 、 ア ザ ミ ウ マ 類 】 休 眠 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ３ ～ 1 2 月 ）
【 カ メ ム シ 類 、 夜 蛾 類 】 成 熟 期 の 高 温 （ ９ ～ 1 2 月 ）

○ 西 日 本 を 中 心 に 果 実 肥 大 期 か ら 収 穫 期 の 高 温 ・ 少 雨 等 に よ る 「 日 焼 け 果 」 が 発 生「 日 焼 け 果 」 が 発 生 、 西 日 本 の ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ た西 日 本 の ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ た 。

○ 主 な 適 応 策 と し て は 、 浮 皮 や 日 焼 け 果 の 発 生 抑 制 と し て 植 物 成 長 調 節 剤 等 （ ジ ベ レ リ ン ・ プ ロ ヒ ド ロ ジ ャ ス モ ン 混 合 液 、 カ ル シ ウ
ム 剤 ） の 利 用 な ど 、 着 色 不 良 、 着 色 遅 延 の 発 生 抑 制 と し て マ ル チ 栽 培 な ど を 実 施 。

○○ う ん し ゅ う み か ん に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況う ん し ゅ う み か ん に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況

主 な 目 的

実 施 し て い る 適 応 策 （ 実 証 中 、 研 究 段 階 の 適 応 策 を 含 む 。 ）

植 物 成 長
調 節 剤 等

マ ル チ 栽
培

か ん 水
摘 果 （ 表 層
摘 果 等 ）

遮 光 ・ 遮 熱
（ 袋 か け 含
む 。 ）

新 品 種 の
導 入

適 期 防 除
（ 防 虫 ネ ッ
ト 含 む 。 ）

夜 間 冷 房
（ ヒ ー ト ポ ン
プ ）G P 剤 ※

カ ル シ ウ ム
剤

浮 皮 の 発 生 抑 制 1 4 6 6 1 2

日 焼 け 果 の 発 生 抑 制 7 7 1 3 3 1

着 色 不 良 、 着 色 遅 延 の
発 生 抑 制

1 5 1 2

裂 果 の 発 生 抑 制 1 1 2

虫 害 の 発 生 抑 制 3

糖 度 の 向 上 3

果 実 の 肥 大 促 進 2

※ ジ ベ レ リ ン ・ プ ロ ヒ ド ロ ジ ャ ス モ ン 混 合 液

○○ 主 な 適 応 策 の 実 施 状 況主 な 適 応 策 の 実 施 状 況
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ぶ ど う へ の 気 候 変 動 の 影 響 と 適 応 策 （ 令 和 ６ 年 ）

主 な 現 象 全 国 発 生 の 主 な 原 因
北 日 本 東 日 本 西 日 本

着 色 不 良 ・ 着 色 遅 延 ２ ～ ３ 割 ２ ～ ３ 割 ２ ～ ３ 割 ４ ～ ５ 割 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ６ ～ ９ 月 ）

日 焼 け 果 １ ～ ２ 割 １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 １ 割 未 満 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 （ ６ ～ ９ 月 ）

裂 果 １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 １ 割 未 満 １ 割 未 満 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 多 雨 、 集 中 豪 雨 、 降 雨 の 偏 り （ ６ ～ ９ 月 ）

糖 度 不 足 １ 割 未 満 － － １ 割 未 満 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 、 高 温 ・ 多 雨 （ ８ ～ ９ 月 ）

果 実 肥 大 不 足 １ 割 未 満 － － １ 割 未 満 果 実 肥 大 期 ～ 収 穫 期 の 少 雨 、 降 雨 の 偏 り （ ６ ～ ８ 月 ）

○ 全 国 的 に 高 温 に よ る 「 着 色 不 良 ・ 着 色 遅 延 」 が 発 生全 国 的 に 高 温 に よ る 「 着 色 不 良 ・ 着 色 遅 延 」 が 発 生 、 西 日 本 で は ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響西 日 本 で は ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ 、 東 日 本 や 北 日 本 で も ２ ～ ３ 割
の 地 域 で 影 響 が み ら れ た 。 ま た 、 高 温 ・ 少 雨 等 に よ り 「 日 焼 け 果 」 や 、 多 雨 等 に よ り 裂 果 の 影 響 も み ら れ た 。

○ 主 な 適 応 策 と し て は 、 着 色 不 良 、 着 色 遅 延 の 発 生 抑 制 と し て 遮 光 資 材 の 利 用 、 環 状 剝 皮 、 植 物 調 整 剤 の 利 用 等 を 実 施 。 新 品
種 の 導 入 で は 着 色 を 気 に し な く て よ い 黄 緑 色 系 品 種 を 導 入 。

○○ ぶ ど う に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況ぶ ど う に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況

主 な 目 的

実 施 し て い る 適 応 策 （ 実 証 中 、 研 究 段 階 の 適 応 策 を 含 む 。 ）

遮 光 資 材
（ 傘 か け ・ 袋
か け 含 む ）

環 状 剥 皮 植 物 調 節 剤
か ん 水 ・ 散
水

着 房 数 調 整
新 品 種 （ 黄
緑 色 系 品 種
等 ） の 導 入

被 覆 資 材
（ マ ル チ 等 ）
除 去

マ ル チ 栽
培 ・ 雨 よ け
施 設 、 排 水

燃 焼 法 、 加
温 機

適 期 防 除
（ 薬 剤 ）

着 色 不 良 、 着 色 遅 延
の 発 生 抑 制

6 1 1 1 0 2 7 5 2

日 焼 け 果 （ 縮 果 症 ） の
発 生 抑 制

1 4 4 2

凍 霜 害 の 防 止 1 3

裂 果 の 発 生 抑 制 3 1 3

品 質 の 確 保 1

虫 害 の 発 生 抑 制 2

病 害 の 発 生 抑 制 1 1

○○ 主 な 適 応 策 の 実 施 状 況主 な 適 応 策 の 実 施 状 況
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野 菜
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夏 季 の 高 温 等 に よ る 生 産 面 へ の 影 響 響

キ ャ ベ ツ ト マ ト だ い こ ん

 葉 茎 菜 類 ： 生 育 初 期 か ら 収 穫 期 ま で 広 範 囲 に 影 響
ほ う れ ん そ う ： 高 温 、 高 温 ・ 多 雨 に よ り 「 生 育 不 良 」 、 「 発 芽 不 良 」 の 発 生
キ ャ ベ ツ   ： 高 温 ・ 少 雨 に よ り 「 虫 害 」 、 「 生 理 障 害 」 の 発 生
ね ぎ   ： 高 温 、 高 温 ・ 多 雨 に よ り 「 生 育 不 良 」 、 「 病 害 」 の 発 生 、 高 温 ・ 少 雨 に よ り 「 虫 害 」 の 発 生
レ タ ス   ： 高 温 、 高 温 ・ 少 雨 に よ り 「 生 理 障 害 」 、 「 生 育 不 良 」 の 発 生 、 高 温 ・ 多 雨 に よ り 「 病 害 」 の 発 生

 果 菜 類 ： 生 育 初 期 か ら の 生 育 不 良 に 加 え 果 実 に 影 響
ト マ ト ： 高 温 に よ り 「 着 果 ・ 着 色 不 良 」 、 「 裂 果 な ど の 不 良 果 」 、 「 日 焼 け 果 」 の 発 生
な す ： 高 温 ・ 強 日 射 に よ り 「 不 良 果 ｣ の 発 生 、 高 温 ・ 少 雨 に よ り 「 虫 害 」 の 発 生
き ゅ う り 、 ピ ー マ ン ： 高 温 に よ り 「 着 花 ・ 着 果 不 良 」 の 発 生
い ち ご ： 育 苗 期 か ら 花 芽 分 化 期 の 高 温 に よ り 「 花 芽 分 化 の 遅 れ ｣ の 発 生

 土 も の ・ 根 菜 類 ： 生 育 初 期 か ら の 生 育 不 良 に 加 え 収 穫 部 位 に 影 響
だ い こ ん ： 高 温 ・ 少 雨 に よ り 「 生 理 障 害 」 、 高 温 ・ 多 雨 に よ り 「 病 害 」 の 発 生

高 温 等 に よ る 生 理 障 害 、 病 虫 害 の 症 例

・ 生 理 障 害 で あ る 「 チ ッ プ バ ー ン 」

・ 虫 害 （ ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 食 害 ） ・ コ ナ ジ ラ ミ 類
（ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ に よ る 黄 化 葉 巻 病 の 媒 介 ）

・ 「 着 色 不 良 」 、 「 裂 果 な ど の 不 良 果 」 ・ 生 理 障 害 の 影 響 に よ る 「 赤 芯 症 」

写 真 提 供 ： 山 口 県 病 害 虫 防 除 所
黒 芯 症

赤 芯 症

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 地 球 温 暖 化 影 響 調 査 レ ポ ー ト 」 及 び 産 地 か ら の 聞 き 取 り

・ 病 害 の 影 響 に よ る 「 黒 芯 症 」
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2 3 0
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上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬 上 旬 中 旬 下 旬

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月 1 1 月 1 2 月

播 種 ・ 定 植 時 の 高 温 に お け る
初 期 生 育 不 良 、 秋 期 の 天 候 不
順 に よ る 生 育 不 良 、 病 害 虫 被
害 に よ る 歩 留 ま り の 低 下 、 1 2
月 の 低 温 ・ 少 雨 に よ る 生 育 不
良 に よ り 、 高 値 傾 向 。

４ 近 年 の 指 定 野 菜 の 価 格 動 向 （ 東 京 都 中 央 卸 売 市 場 ）

１ ～ ２ 月 の 暖 冬 傾 向 に よ る
生 育 前 進 、 ２ 月 下 旬 以 降 の
低 温 に よ る 生 育 停 滞 に よ り 、
高 値 傾 向 。

２ 月 下 旬 以 降 の 低 温 に よ る
生 育 遅 延 、 ４ 月 以 降 の 天 候
不 順 の 影 響 に よ る 生 育 不 良
等 に よ り 、 高 値 傾 向 。

夏 場 の 高 温 、 集 中 豪 雨
の 影 響 に よ る 生 育 不 良
に よ り 、 高 値 傾 向 。

北 海 道 に お け る 高 温 ・ 少 雨 に
よ る 根 菜 類 等 の 生 育 不 良 。 高
冷 地 の 生 育 前 進 と 秋 冬 産 地 の
高 温 に よ る 播 種 ・ 定 植 遅 れ に
よ り 、 高 値 傾 向 。

資 料 ： 農 林 水 産 省 「 青 果 物 卸 売 市 場 調 査 」

（ 円 / k g）

 令 和 ６ 年 に お け る 指 定 野 菜 の 価 格 動 向 は 、 １ ～ ２ 月 の 暖 冬 に よ り 生 育 が 前 進 し た こ と に 加 え 、 ２ 月 下 旬 以 降 の 低 温 、 ４ 月 以 降
の 天 候 不 順 に よ り 、 出 荷 量 が 減 少 し た こ と で 端 境 と な り 、   ３ ～ ５ 月 に か け て 高 値 傾 向 と な っ た 。 ま た 、 夏 場 の 高 温 等 に よ っ
て 、 夏 季 出 荷 分 の 生 育 不 良 及 び 秋 冬 作 の 播 種 ・ 定 植 時 の 初 期 生 育 不 良 が 発 生 し た こ と で 出 荷 量 が 減 少 し 、 ７ 月 中 旬 以 降 の 価 格
は 平 年 を 大 き く 上 回 っ て 推 移 し た 。

 令 和 ５ 年 、 令 和 ６ 年 と 連 続 し て 、 秋 季 以 降 に お い て 夏 季 の 高 温 の 影 響 を 受 け て 、 平 年 を 大 き く 上 回 る 価 格 動 向 と な っ て い る 。

令 和 ５ 年

令 和 ６ 年

平 年 値

３ ～ ４ 月 の 気 温 高 の 影 響 に よ
る 生 育 前 進 に よ り 出 荷 量 が 増
加 し 、 安 値 傾 向 。
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技 術 対 策 （ 適 応 策 及 び 高 温 耐 性 品 種 ）

遮 光 資 材 の 利 用 ： 日 焼 け 果 や 着 花 ・ 着 果 不 良 の 防 止 等

高 温 耐 性 品 種 の 例

 高 温 に よ る 野 菜 や 花 き へ の 影 響 に 対 し 、 産 地 に お い て 取 り 組 ま れ た 適 応 策 を 紹 介 。
 各 種 苗 メ ー カ ー 等 か ら 高 温 耐 性 品 種 が 発 売 さ れ 、 産 地 で の 転 換 や 導 入 が 進 め ら れ て い る 。

産 地 に お い て 取 り 組 ま れ た 適 応 策

か ん 水 管 理 や 細 霧 冷 房 の 利 用 ： 生 理 障 害 の 軽 減 等

適 時 ・ 適 切 な 防 除 ： 病 害 虫 に よ る 被 害 の 防 止

遮 光 ネ ッ ト の 利 用

細 霧 冷 房 装 置点 滴 チ ュ ー ブ

ド ロ ー ン で の 適 期 防 除 等発 生 予 察

品 目 品 種 名 特 徴

キ ャ ベ ツ 味 珠 （ あ じ た ま ）
 耐 暑 性 が 高 く 、 チ ッ プ バ ー ン （ カ ル

シ ウ ム 欠 乏 症 ） が 起 き に く い 。

ブ ロ ッ コ リ ー ア ー リ ー キ ャ ノ ン
 耐 暑 性 に 優 れ 、 花 蕾 の 褐 変 （ ブ ラ ウ

ン ビ ー ズ ） 、 キ ャ ッ ツ ア イ な ど の 生
理 障 害 が 発 生 し に く い 。

ね ぎ 夏 も え か
 高 温 に よ る 生 育 停 滞 や 外 観 品 質 の 低

下 が 少 な い 。

レ タ ス ヒ ー ト ガ イ
 高 温 期 に 結 球 と 肥 大 が 安 定 し 、 大 玉

で 秀 品 率 が 高 い 。

ト マ ト 麗 月 （ れ い げ つ ）
 高 温 に よ る 花 落 ち が 少 な く 、 着 果 性

に 優 れ る 。
 果 実 が 硬 く 、 裂 果 し に く い 。

な す
Ｐ Ｃ お 竜 （ ぴ ー
し ー お り ょ う ）

 単 為 結 果 で 着 果 性 に 優 れ る 。

だ い こ ん
夏 秋 自 慢 （ か し ゅ
う じ ま ん ）

 高 温 期 で 問 題 と な る 黒 芯 症 （ く ろ し
ん し ょ う ） な ど の 生 理 障 害 に 強 い 。

 収 穫 後 の 高 温 で 問 題 と な る 青 変 症
（ せ い へ ん し ょ う ） が 発 生 し に く い 。

き く
ス プ レ ー 愛 知 夏 ２ 号
ス プ レ ー 愛 知 夏 ３ 号

 高 温 に よ る 開 花 遅 延 や 障 害 が 少 な く 、
花 の 色 と 形 が 美 し い 。

カ ー ネ ー シ ョ ン ひ め か れ ん
 萎 凋 （ い ち ょ う ） 細 菌 病 抵 抗 性 を 有

す る 。 2 0
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ト マ ト へ の 気 候 変 動 の 影 響 と 適 応 策 （ 令 和 ６ 年 ）

主 な 現 象 全 国 発 生 の 主 な 原 因
北 日 本 東 日 本 西 日 本

着 花 ・ 着 果 不 良 ４ ～ ５ 割 ２ ～ ３ 割 ４ ～ ５ 割 ４ ～ ５ 割 生 育 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ５ ～ 1 1 月 ）

裂 果 ２ ～ ３ 割 １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 ４ ～ ５ 割 生 育 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ４ ～ 1 1 月 ） 、 収 穫 期 の 強 日 射 （ ５ ～ 1 1 月 ）

不 良 果 ２ ～ ３ 割 １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 ４ ～ ５ 割 生 育 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ５ ～ 1 1 月 ） 、 収 穫 期 の 強 日 射 （ ７ 月 ～ 1 1 月 ）

日 焼 け 果 １ ～ ２ 割 １ 割 未 満 １ ～ ２ 割 ２ ～ ３ 割 生 育 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ５ ～ ９ 月 ）

生 理 障 害 １ ～ ２ 割 － １ 割 未 満 ３ ～ ４ 割 生 育 期 ～ 収 穫 期 の 高 温 （ ５ ～ 1 0 月 ）

○ 全 国 的 に 生 育 期 か ら 収 穫 期 の 高 温 に よ る 「 着 花 ・ 着 果 不 良 」 が 発 生「 着 花 ・ 着 果 不 良 」 が 発 生 、 東 日 本 や 西 日 本 の ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ た西 日 本 の ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ た ほ か 、
西 日 本 を 中 心 に 収 穫 期 等 の 高 温 や 強 日 射 に よ る 「 裂 果 」 や 「 不 良 果 」 も 発 生 、 西 日 本 の ４ ～ ５ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ た 。

○ 主 な 適 応 策 と し て は 、 着 花 ・ 着 果 不 良 の 発 生 抑 制 、 裂 果 ・ 日 焼 け 果 の 発 生 抑 制 等 と し て 遮 光 資 材 、 遮 熱 材 の 利 用 、 か ん 水 ・ ミ ス
ト の 活 用 な ど を 実 施 。

○○ ト マ ト に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況ト マ ト に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況

主 な 目 的

実 施 し て い る 適 応 策 （ 実 証 中 、 研 究 段 階 の 適 応 策 を 含 む 。 ）

遮 光 資 材 ・
遮 熱 剤

か ん 水 ・ ミ
ス ト 、 細 霧
冷 房

新 品 種 の
導 入

夜 間 冷 房
（ ヒ ー ト ポ
ン プ ）

送 風 ・ 換 気
適 期 防 除
（ I P M等 ）

植 物 成 長
調 節 剤

施 肥 管 理
摘 花 ・ 摘 果
（ 摘 花 房 処
理 ）

土 壌 還 元
消 毒

気 化 冷 却
シ ス テ ム

作 型 変 更

着 花 ・ 着 果 不 良
の 発 生 抑 制

1 5 7 3 4 3 1 2 2 1 1

裂 果 ・ 日 焼 け 果
の 発 生 抑 制

1 6 7 5 2 1 2

着 色 不 良 の 発 生
抑 制

7 1 2 1 1 1

生 育 不 良 の 抑 制 3 1 1 1

病 害 の 発 生 抑 制 1 2 2

虫 害 の 発 生 抑 制 4

収 量 の 確 保 2 1

落 果 の 発 生 抑 制 2 1

良 質 な 苗 の 確 保 1 1 1

○○ 主 な 適 応 策 の 実 施 状 況主 な 適 応 策 の 実 施 状 況
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い ち ご へ の 気 候 変 動 の 影 響 と 適 応 策 （ 令 和 ６ 年 ）

主 な 現 象 全 国 発 生 の 主 な 原 因
北 日 本 東 日 本 西 日 本

花 芽 分 化 の 遅 れ ４ ～ ５ 割 ３ ～ ４ 割 ４ ～ ５ 割 ５ ～ ６ 割 育 苗 期 ～ 花 芽 分 化 期 の 高 温 （ ７ ～ 1 2 月 ）

虫 害 の 発 生 １ ～ ２ 割 － １ 割 未 満 １ ～ ２ 割
【 ハ ダ ニ 類 、 ア ザ ミ ウ マ 類 、 ア ブ ラ ム シ 類 、 チ ョ ウ 目 害 虫 等 】 栽 培 期 間 中
の 高 温 、 高 温 ・ 少 雨

病 害 の 発 生 １ ～ ２ 割 － １ 割 未 満 ２ ～ ３ 割 【 炭 そ 病 】 育 苗 期 ～ 開 花 期 の 高 温 、 高 温 ・ 多 雨 （ ７ ～ 1 1 月 ）

果 実 肥 大 不 足 １ 割 未 満 － － １ ～ ２ 割 生 育 初 期 ～ 後 期 の 高 温 （ 1 0 ～ 1 2 月 、 ３ ～ ４ 月 ）

生 育 不 良 １ 割 未 満 － １ 割 未 満 １ 割 未 満 育 苗 期 ～ 生 育 期 の 高 温 （ ６ ～ 1 0 月 ）

○ 全 国 的 に 育 苗 期 か ら 花 芽 分 化 期 の 高 温 に よ る 「 花 芽 分 化 の 遅 れ「 花 芽 分 化 の 遅 れ ｣｣ が 発 生が 発 生 、 西 日 本 で は ５ ～ ６ 割 の 地 域西 日 本 で は ５ ～ ６ 割 の 地 域 、 東 日 本 で は ４ ～ ５ 割 の
地 域 、 北 日 本 で も ３ ～ ４ 割 の 地 域 で 影 響 が み ら れ た 。 西 日 本 で は ハ ダ ニ 類 等 の 「 虫 害 の 発 生 」 や 、 育 苗 期 か ら 開 花 期 の 高 温 ・ 多
雨 等 に よ る 炭 そ 病 の 「 病 害 の 発 生 」 、 生 育 初 期 及 び 後 期 の 高 温 に よ る 「 果 実 の 肥 大 不 足 」 等 も み ら れ た 。

○ 主 な 適 応 策 と し て は 、 花 芽 分 化 の 促 進 へ の 対 策 と し て 、 遮 光 資 材 ・ 遮 熱 剤 の 利 用 、 ク ラ ウ ン （ 株 の 根 元 に あ る 生 長 点 ） の 冷 却 、
夜 冷 処 理 の 実 施 な ど を 実 施 。

○○ い ち ご に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況い ち ご に お け る 影 響 と 適 応 策 の 実 施 状 況

主 な 目 的

実 施 し て い る 適 応 策 （ 実 証 中 、 研 究 段 階 の 適 応 策 を 含 む 。 ）

遮 光 資 材 、
遮 熱

適 期 防 除
（ I P M等 ）

送 風 ・ 換
気

育 苗 施 設
（ 育 苗 期 ）
の 遮 熱

ク ラ ウ ン
の 冷 却

適 期 定 植
（ 花 芽 検
鏡 ）

夜 冷 処 理
か ん 水 ・
ミ ス ト 、 細
霧 冷 房

施 肥 管 理
新 品 種 の
導 入

紙 ポ ッ ト
に よ る 育
苗

健 全 苗 導
入 （ 購 入
苗 利 用 ）

花 芽 分 化 の 促 進 1 0 4 6 8 6 7 3 2 4 4

病 害 の 発 生 抑 制 1 6 1 1 1 1

良 質 な 苗 の 確 保 3 1 1 2 1 1 1

虫 害 の 発 生 抑 制 7

不 良 果 の 発 生 抑 制 2 1 1 1

果 実 の 肥 大 促 進 1 1 1

収 量 の 確 保 1 1 1

生 育 不 良 の 抑 制 1

○○ 主 な 適 応 策 の 実 施 状 況主 な 適 応 策 の 実 施 状 況
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新 た な 品 目 へ の 挑 戦
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○ う ん し ゅ う み か ん の 栽 培 適 地 は 北 上 し 、 内 陸 部 に 広 が るう ん し ゅ う み か ん の 栽 培 適 地 は 北 上 し 、 内 陸 部 に 広 が る こ と が 予 測 。 R C P 8. 5 シ ナ リ オ ※ を 用 い た 予 測 で は 、 2 1 世 紀
末 に 関 東 以 西 の 太 平 洋 側 で 栽 培 適 地 が 内 陸 部 に 移 動 す る 可 能 性 が 示 唆 。

○ り ん ご で は 栽 培 適 地 よ り 高 温 の 地 域 が 広 が るり ん ご で は 栽 培 適 地 よ り 高 温 の 地 域 が 広 が る こ と が 予 測 。 2 1 世 紀 末 に な る と 東 北 地 方 や 長 野 県 の 主 産 地 の 平 野 部
（ R C P 8. 5 シ ナ リ オ ） 、 東 北 地 方 の 中 部 ・ 南 部 な ど 主 産 県 の 一 部 の 平 野 部 （ R C P 2. 6 シ ナ リ オ ※ ） で 適 地 よ り も 高 温 に な る こ
と や 、 北 海 道 で 適 地 が 広 が る こ と が 予 測 。

資 料 ： 農 研 機 構 果 樹 茶 業 研 究 部 門

※ R C P 8. 5 （ 代 表 的 濃 度 経 路 ） シ ナ リ オ ： 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 が 非 常 に 多 い 場 合 （ 2. 6 ～ 4. 8 ℃ の 気 温 上 昇 （ モ デ ル 予 測 の 5 ～ 9 5 ％ の 信 頼 幅 か ら 計 算 ） )
R C P 2. 6 シ ナ リ オ ： 気 温 上 昇 を か な り 低 く す る た め に 必 要 と な る 温 暖 化 対 策 を と っ た 場 合 ( 0. 3～ 1. 7 ℃ の 気 温 上 昇 （ モ デ ル 予 測 の 5 ～ 9 5 ％ の 信 頼 幅 か ら 計 算 ） )

適 地
( 7- 1 3 ℃ （ 年 平 均 気 温 ） )

適 地 よ り 高 温 の 地 域

適 地 よ り 低 温 の 地 域

う ん し ゅ う み か ん の 気 温 上 昇 に よ る 栽 培 適 地 の 移 動う ん し ゅ う み か ん の 気 温 上 昇 に よ る 栽 培 適 地 の 移 動

適 地
( 1 5 -1 8 ℃ （ 年 平 均 気 温 ） ) 

適 地 よ り 高 温 の 地 域

適 地 よ り 低 温 の 地 域

寒 害 発 生 頻 度 が 高 い 地 域

現 在

2 0 6 0 年 代

り ん ご の 気 温 上 昇 に よ る 栽 培 適 地 の 移 動り ん ご の 気 温 上 昇 に よ る 栽 培 適 地 の 移 動

2 0 6 0 年 代

現 在

栽 培 適 地 の 移 動 （ う ん し ゅ う み か ん 、 り ん ご ）
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○ ぶ ど う で は 、ぶ ど う で は 、 主 産 県 に お い て 高 温 に よ る 生 育 障 害 が 発 生主 産 県 に お い て 高 温 に よ る 生 育 障 害 が 発 生 す る こ と が 想 定 。

〇 露 地 栽 培 の 「 巨 峰 」 に お い て は 、 2 0 4 0 年 以 降 に 着 色 度 が 大 き く 低 下 す る こ と が 予 測 さ れ る （ R C P 4. 5 シ ナ リ オ ） 。

※ R C P 4. 5 シ ナ リ オ ： 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 を 中 程 度 に 削 減 し た 場 合 （ 1. 1 ～ 2. 6 ℃ の 気 温 上 昇 （ モ デ ル 予 測 の 5 ～ 9 5 ％ の 信 頼 幅 か ら 計 算 ） )

ぶ ど う （ 巨 峰 ） の 着 色 不 良 の 発 生 頻 度

機 密 性 〇 情 報 〇 〇 限 り

1 9 8 1 - 2 0 0 0 年 2 0 3 1 - 2 0 5 0 年 （ R C P 4 . 5）

出 典 ： 農 研 機 構

ぶ ど う 「 巨 峰 」 （ 露 地 栽 培 ） の 着 色 不 良 発 生 頻 度 予 測   「 ブ ド ウ 着 色 不 良 発 生 頻 度 予 測 詳 細 マ ッ プ 」 （ 2 0 1 9 ）

巨 峰 の 着 色 不 良 発 生 頻 度 （巨 峰 の 着 色 不 良 発 生 頻 度 （ 1 9 8 1 ‐ 2 0 0 01 9 8 1 ‐ 2 0 0 0 年 ）年 ）

※ R C P 4. 5 シ ナ リ オ で の 予 測

巨 峰 の 着 色 不 良 発 生 予 測 （巨 峰 の 着 色 不 良 発 生 予 測 （ 2 0 3 1 ‐ 2 0 5 02 0 3 1 ‐ 2 0 5 0 年 ）年 ）
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産 地 に お け る 新 た な 品 目 へ の 取 組

○ 近 年 、 温 暖 化 の 影 響 を 新 た な 品 目 の 導 入 の 機 会 と 捉 え 、 従 来 は 栽 培 適 地 で は な か っ た 地 域 で 新 た な 品 目 の 導 入 が 進 展 。

○ 近 畿 地 域 で は 、 京 都 府 か ら 「 オ ク ラ 」 の 導 入京 都 府 か ら 「 オ ク ラ 」 の 導 入 に つ い て 報 告 が あ っ た 。

都 道
府 県

従 来
品 目

新 品 目 取 組 状 況

土
地
利
用
型

北 海
道

－ か ん し ょ
北 海 道 で も 温 暖 化 と 栽 培 技 術 の 向 上 に よ り 栽 培 面 積
が 増 加 。 （ 栽 培 面 積 2 0 2 3 年 ： 1 0 0 h a ）

秋 田 － か ん し ょ
東 北 や 北 海 道 の 産 地 可 能 性 が 拡 大 し て い る 状 況 か ら 、
本 県 の 生 産 ニ ー ズ の 高 ま り を 受 け 、 適 応 品 種 等 の 栽
培 実 証 を 開 始 。

野
菜

京 都 － オ ク ラ
夏 場 の 高 温 ・ 乾 燥 に 強 い 品 目 で あ り 、 現 在 約 7 0 ａ で あ
る が 、 将 来 的 に は １ h a を 目 指 す 。

果
樹

青 森 り ん ご も も

県 の り ん ご 栽 培 面 積 の ７ 割 を 占 め る 中 南 地 域 で 、 も も
の 有 望 品 種 の 検 討 や 高 品 質 生 産 に 向 け た 生 産 技 術 の
向 上 等 を 取 り 組 み 、 産 地 ブ ラ ン ド 化 が 進 展 （ 平 成 2 4 年 ：
1 0 2. 6 h a → 令 和 4 年 ： 1 4 1. 9 h a ） 。
早 生 品 種 「 つ が る 」 の 価 格 低 迷 や 台 風 被 害 の リ ス ク 軽
減 の た め 、 補 完 品 目 と し て 注 目 。

山 形 － 柑 橘 類
平 成 2 2 年 か ら 柑 橘 類 の 試 験 栽 培 を 実 施 。 耐 寒 性 が あ
り 、 品 質 が 優 れ る 「 す だ ち 」 は 、 H 2 9 か ら 庄 内 地 域 で 導
入 。

山 形 渋 柿 甘 柿
甘 柿 品 種 （ 早 秋 、 甘 秋 、 太 秋 な ど ） の 地 域 適 応 性 や 導
入 に 当 た っ て の 軽 労 樹 形 等 に つ い て 検 討 、 庄 内 地 域 を
中 心 に 一 部 で 導 入 。

長 野 － 柑 橘 類
施 設 栽 培 の 柑 橘 （ レ モ ン ） で 問 題 と な っ て い る 期 間 ハ ダ
ニ に 対 す る ス ワ ル ス キ ー プ ラ ス の 防 除 効 果 を 検 証 、 令
和 ５ 年 度 に 普 及 技 術 （ 技 術 情 報 ） と し た 。

広 島
極 早 生
み か ん

レ モ ン

瀬 戸 内 沿 岸 島 し ょ 部 の か ん き つ 産 地 で 着 色 が 不 問 の
県 特 産 レ モ ン へ の 転 換 を 推 進 。
令 和 ２ 年 度 目 標 を 面 積 3 0 0 h a 、 生 産 額 2 2 億 円 と し て 平
成 2 4 年 以 降 推 進 を 図 り 目 標 達 成 し た が 、 夏 季 の 高 温 ・
干 ば つ 及 び 冬 季 の 突 発 的 に 発 生 す る 寒 波 の 影 響 に よ
り 生 産 量 は 増 減 を 繰 り 返 し て い る 。 令 和 ３ 年 の 栽 培 面
積 は 3 1 5 h a 。

都 道
府 県

従 来
品 目

新 品 目 取 組 状 況

果
樹

鳥 取 － 柑 橘 類

平 成 2 0 年 度 頃 か ら う ん し ゅ う み か ん 、 レ モ ン 、 ユ ズ な
ど の 柑 橘 類 の 栽 培 実 証 を 実 施 。 香 酸 柑 橘 類 に 適 応
性 が 認 め ら れ る も の も あ る が 、 中 晩 柑 品 種 は 降 雪 被
害 や 凍 害 を 受 け る こ と か ら 不 適 と 判 断 。 現 地 普 及 に
は 至 っ て い な い 。

花
き

山 形 －
葉 ぼ た
ん

正 月 飾 り 用 切 り 花 の 需 要 あ り 。 1 1 ～ 1 2 月 の 気 温 が 高
く 、 関 東 以 西 の 既 存 産 地 で 着 色 不 良 が 発 生 。 生 花 市
場 が 本 県 産 地 に 対 し て 増 産 を 求 め て お り 、 県 内 全 域
で 作 付 け が 増 加 。

宮 崎 －
耐 暑 性
り ん ど う

従 来 の リ ン ド ウ よ り も 標 高 の 低 い 地 域 で も 栽 培 可 能 な
耐 暑 性 リ ン ド ウ の 適 応 性 確 認 の た め の 展 示 ほ を 設 置
し 、 新 た な 品 目 と し て の 産 地 化 を 目 指 す 。

畜
産

山 梨 －
暖 地 型
牧 草

寒 地 型 牧 草 の 生 育 停 滞 や 夏 枯 れ 被 害 が 増 加 し て い
る こ と か ら 、 本 県 で 栽 培 可 能 な 暖 地 型 牧 草 の 検 索 と
利 用 法 を 検 討 、 温 暖 化 の 進 行 に 対 応 し た 牧 草 生 産 技
術 を 開 発 中 。

宮 崎 －
子 実 用
ト ウ モ ロ
コ シ

濃 厚 飼 料 の 代 替 と し て 国 産 飼 料 を 用 い た 発 酵 Ｔ Ｍ Ｒ
を 開 発 す る た め 、 子 実 用 ト ウ モ ロ コ シ を 新 た に 作 付 し 、
新 た な 自 給 飼 料 と し て の 普 及 を 目 指 す 。

鹿 児
島

ロ ー ズ
グ ラ ス

ト ラ ン ス
バ ー ラ

奄 美 大 島 の 南 部 地 域 を 中 心 に 収 量 性 に 優 れ た 暖 地
型 牧 草 で あ る ト ラ ン ス バ ー ラ の 作 付 面 積 が 拡 大 。 栽
培 北 限 は 奄 美 大 島 地 域 で あ る が 、 地 球 温 暖 化 に よ り
奄 美 大 島 以 北 で ト ラ ン ス バ ー ラ の 栽 培 地 域 が 拡 大 す
れ ば 本 県 の 飼 料 自 給 率 が 向 上 。
令 和 ５ 年 度 か ら 畜 産 試 験 場 が 種 子 島 で 適 応 性 試 験 を
実 証 中 で あ り 、 令 和 ６ 年 度 か ら 種 子 島 以 北 で の 栽 培
地 域 拡 大 の た め 硫 黄 島 で も 適 応 性 試 験 を 実 施 中 。
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今 後 の 検 討 課 題
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気 候 変 動 の 影 響 へ の 適 応 策 の 課 題

① 適 応 策 （ 品 種 や 資 材 ） が 不 足
例 ） ・ 産 地 の ニ ー ズ に 合 っ た 高 温 耐 性 品 種 等 が な い

・ 効 果 的 な 資 材 や 対 策 作 業 が な く 、 情 報 も 不 足
・ 高 温 耐 性 品 種 の 種 子 の 供 給 に 課 題

② 適 応 策 は 導 入 コ ス ト や 効 率 面 で 課 題 が あ る
例 ） ・ 遮 光 ・ 遮 熱 資 材 の 導 ⼊ コ ス ト が 課 題

・ 労 力 不 足 で 適 期 の 追 肥 ・ 防 除 が 困 難
・ 一 斉 防 除 は 有 効 だ が 、 地 域 内 調 整 が 課 題

③ サ プ ラ イ チ ェ ー ン と の 連 携 が 必 要
例 ） ・ 新 品 種 や 新 た に 漁 獲 さ れ る よ う に な っ た 魚 種 等 も 販 路 が な い

・ 安 定 出 荷 の た め の 品 種 変 更 も 実 需 者 か ら 理 解 を 得 に く い
・ 適 応 策 を 講 じ て も 選 果 場 や ラ イ ス セ ン タ ー の 受 ⼊ れ が 困 難
・ 販 売 単 価 が 適 応 策 コ ス ト に 見 合 わ な い

④ 生 産 基 盤 の 充 実 が 必 要
例 ） ・ 現 場 ニ ー ズ に 応 じ た 水 利 期 間 や 水 量 等 の 調 整 が 重 要

・ 渇 水 や 豪 雨 に 向 け た 用 排 水 施 設 の 整 備 等 が 必 要

⑤ 暑 熱 等 に 対 応 し た 労 働 環 境 整 備 が 重 要
例 ） ・ 猛 暑 の 中 の 肥 培 管 理 作 業 は 熱 中 症 リ ス ク

・ 作 業 の 自 動 化 ・ 機 械 化 の 推 進 を 希 望

◼ 適 応 策 の 課 題 に 関 す る 現 場 の 声 ※ ◼ 民 間 企 業 に よ る 新 た な 取 組

る と 蒸 発 時 の 気 化 熱 に よ る

◼ 気 候 変 動 適 応 を め ぐ る 現 状

み か ん の 浮 き 皮 の 被 害 （ 左 ）

コ メ の 白 未 熟 粒 （ 左 ） と
正 常 粒 （ 右 ） の 断 面

お う と う の 双 子 果 の 発 生

正 常 果 双 子 果

年

1
9

9
1

-2
0

2
0

年
平

均
か

ら
の

差
（

℃
）

日 本 の 夏 （ ６ － ８ 月 ） 平 均 気 温 偏 差 の 長 期 変 化

気 候 変 動 に よ る 農 林 水 産 分 野 へ の 影 響

⚫ 2 0 2 5 年 の 夏 （ 6 - 8 月 ） の 我 が 国 の 平 均 気 温 は 、 平 年 差 が ＋ 2. 3 6 ℃ と 観 測 史 上 最 大 と な っ た 。 ま た 、 大 雨 の 年 間 発 生 回 数 も
増 加 し て お り 、 1 9 8 0 年 頃 と 比 較 し て 概 ね ２ 倍 と な っ た 。

⚫ 今 後 、 農 林 水 産 分 野 に お け る 気 候 変 動 の 影 響 へ の 適 応 策 に つ い て 、 令 和 ８ 年 度 に と り ま と め 予 定 の み ど り 加 速 化 Ｇ Ｘ プ ラ ン や 、
改 定 予 定 の 農 林 水 産 省 気 候 変 動 適 応 計 画 等 に お い て 、 効 果 的 な 施 策 を 位 置 づ け ら れ る よ う 検 討 し て ま い り た い 。

※ 2 0 2 5 年 1 0 月 以 降 に 開 催 し た 地 域 ブ ロ ッ ク 別 意 見 交 換 会 や 有 識 者 検 討 委 員 会 に お い て 都 道 府 県 担 当 者 や 研 究 者 等 か ら 聴 取

案

高 温 に よ り 、
ト マ ト の 裂 果 等 が 増 加

① 近 赤 外 線 を 吸 収 し て 可 視 光 を 透 過 す る
性 質 を 持 っ た タ ン グ ス テ ン を 含 む 粉 末
「 S O L A M E N T ® 」 を 織 り 込 む こ と で 、 光 を 通
し つ つ 遮 熱 す る 機 能 を 有 す る ビ ニ ー ル ハ ウ ス
シ ー ト （ 住 友 金 属 鉱 山 （ 株 ） 提 供 ）

② 多 孔 性 の セ ル ロ ー ス を 使 用 す る こ と で 、
散 水 す る と 蒸 発 時 の 気 化 熱 に よ る
地 中 温 度 の 抑 制 効 果 の あ る 紙 マ ル チ

（ 王 子 エ フ テ ッ ク ス （ 株 ） 提 供 ） 2 8



新 品 種 の 育 成 ・ 普 及 の 加 速 化 に 向 け た 取 組

○ 近 年 、 全 国 的 に 気 候 変 動 に よ る 農 業 生 産 へ の 悪 影 響 が 顕 在 化 す る 中 で 、 食 料 の 安 定 供 給 を 確 保 し て い く た め に は 、 気 候 変 動 に

対 応 し た 新 品 種 の 育 成 と 農 業 者 へ の 普 及 を 加 速 す る 必 要 。

○ 高 温 耐 性 等 の 重 要 な 形 質 を 有 し 、 広 域 で の 課 題 解 決 に 資 す る 新 品 種 に つ い て 、 国 の 主 導 の 下 で 、 品 種 育 成 か ら 農 業 者 へ の 普

及 に 必 要 な 種 苗 生 産 ま で を 一 貫 し て 、 体 制 を 強 化 す る 方 向 で 検 討 。

課 題 検 討 方 向

【 気 候 変 動 に よ る 影 響 】
〇 高 温 耐 性 等 の 重 要 な 形 質 を 有 し 、 広 域 で の 課 題 解

決 に 資 す る 新 品 種 （ 重 要 品 種 ） に つ い て 、 国 の 主 導

の 下 で 、 品 種 育 成 か ら 農 業 者 へ の 普 及 に 必 要 な 種 苗

生 産 ま で を 一 貫 し て 、 体 制 を 強 化 す る た め 、 国 が 法 的

に 支 援 す る 仕 組 み を 構 築 。

本 年 4 月 に 閣 議 決 定 さ れ た 、 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 計 画

に 基 づ き 、 以 下 の 方 向 性 で 検 討

・ 高 温 に よ る 白 未 熟 粒 の 発 生 に よ り 、
等 級 が 低 下

＜ 具 体 的 な 検 討 事 項 ＞

・ 農 研 機 構 、 都 道 府 県 試 験 場 、 民 間 企 業 、

大 学 等 、 産 官 学 連 携 に よ る 品 種 育 成 を 加

速 す る 仕 組 み

・ 種 苗 生 産 を 行 う ほ 場 の ゾ ー ニ ン グ 等 、

効 率 的 な 種 苗 生 産 を 行 う 環 境 整 備

・ 想 定 を 上 回 る 気 温 の 上 昇 に よ る 生 育 障 害 、 多 雨 に よ る 湿 害 、

病 害 虫 に よ る 被 害 に よ り 、 品 質 や 収 量 の 低 下 が 全 国 的 に 生 じ

て い る 状 況 。

・ 高 温 に よ り 、 ぶ ど う の 着 色 不 良
が 発 生 （ 左 ）

品 種 育 成 種 苗 生 産 農 業 者

元 種 か ら 多 段 階 増 殖
に よ り 一 般 種 子 を 生 産

一 般 種 子 を 購 ⼊ し 、
食 用 農 産 物 を 生 産

元 種 を 生 産

（ 要 す る 期 間 ）
1 0 年 以 上

（ 要 す る 期 間 ）
３ 年 ～

・ 新 品 種 の 育 成 に は 最 低 で も 1 0 年 程 度 （ 果 樹 で は 約 3 0 年 ） 、

更 に 、 農 業 者 に 種 苗 が 供 給 さ れ る ま で ３ 年 以 上 の 期 間 が 必 要 。
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○ 気 候 変 動 に 伴 う 異 常 高 温 や 渇 水 、 病 害 虫 の 発 生 に 備 え 、 生 育 状 況 や 土 壌 環 境 を タ イ ム リ ー に 把 握 ・ 分 析 ・ 予 測 し 適 切 な 栽 培 管
理 を 行 う に は 、 A I の 活 用 が 有 効 。 さ ら に 、 A I に よ る 膨 ⼤ な デ ー タ 解 析 は 、 気 候 変 動 に 強 い 品 種 の 開 発 を 加 速 す る 点 で も 重 要 。

○ 植 物 ⼯ 場 や 陸 上 養 殖 は 、 閉 鎖 型 環 境 で の 高 度 な 環 境 制 御 に よ り 、 気 候 変 動 の 影 響 に 左 右 さ れ ず 、 安 定 し た 食 料 生 産 が 可 能 。

気 候 変 動 等 に 強 い 食 料 生 産 に 向 け た 技 術 環 （ 温 対 班 ）
技 政 室

植 物 工 場 ・ 陸 上 養 殖

植 物 工 場

環 境 ・ 生 育 状 況 の モ ニ タ リ ン グ を 行 い 、
温 度 や 湿 度 、 C O 2 濃 度 な ど を 高 度 に
制 御 す る 装 置 を 備 え た 栽 培 施 設 。
外 部 環 境 の 影 響 を 受 け な い / 受 け に く く 、
安 定 し た 生 産 が 可 能 。

閉 鎖 循 環 式 水 槽 で 水 質 や 温 度 を
A I ・ I o T 等 で 制 御 し 、 海 水 温 上 昇 や
台 風 な ど 外 部 環 境 の 影 響 を 受 け ず に 、
安 定 し た 生 産 を 可 能 に す る 養 殖 方 式 。

2 0 1 3 年 に 創 業 し た ス タ ー ト ア ッ プ 。
バ ク テ リ ア を 利 用 し た 高 度 な ろ 過 技 術 を
用 い る ⼤ 規 模 閉 鎖 循 環 式 陸 上 養 殖 プ
ラ ン ト に よ り 、 サ ー モ ン ト ラ ウ ト を 生 産 。

（ 技 術 （ 企 業 ） 例 ） F R D J a p a n 

陸 上 養 殖

◼ 政 府 の 動 き

• 日 本 成 長 戦 略 会 議 で 示 さ れ た 戦 略 分 野 と し て 、 植 物 ⼯ 場 ・ 陸 上 養 殖 も 含 む 「 フ ー ド
テ ッ ク 」 が 位 置 づ け 。

• 鈴 木 農 林 水 産 ⼤ 臣 を 座 長 と し 、 副 ⼤ 臣 ・ ⼤ 臣 政 務 官 や 有 識 者 が 参 画 す る 「 フ ー ド
テ ッ ク W G 」 を 設 置 （ 1 2 / 2 5 ） 。 今 後 、 同 W G に て 、 フ ー ド テ ッ ク 分 野 へ の 投 資 を 促 進
さ せ る た め の 戦 略 に つ い て 検 討 。

A I 活 用

ド ロ ー ン や 衛 星 、 各 種 セ ン サ 等 か ら 得 ら れ た デ ー タ を A I で 分 析 し 、 施 肥
量 や 収 穫 時 期 を 最 適 化 。 さ ら に A I を 活 用 し た ス マ ー ト 育 種 で 、 病 害 や
乾 燥 に 強 い 品 種 を 効 率 的 に 開 発 。
（ ⇨ 気 候 変 動 等 に よ る 影 響 の 緩 和 ）

複 数 の I C T ベ ン ダ ー 等 が
A I を 活 用 し た サ ー ビ ス
（ 営 農 管 理 ソ フ ト 等 ）
を 提 供 。

（ 技 術 （ サ ー ビ ス ） 例 ） A I を 活 用 し た 営 農 管 理 ソ フ ト

◼ 政 府 の 動 き

• A I 法 ※ の 制 定 （ 令 和 ７ 年 ５ 月 成 立 、 同 年 ９ 月 施 行 ）
A I 技 術 の 研 究 開 発 ・ 社 会 実 装 を 総 合 的 に 推 進 す る た め 、
国 の 責 務 や 基 本 方 針 を 定 め た 法 律 。

• A I 基 本 計 画 （ 人 ⼯ 知 能 基 本 計 画 ） （ 令 和 ７ 年 1 2 月 2 3 日 閣 議 決 定 ）
A I 法 に 基 づ き 推 進 す る 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 方 針 等 を 定 め た 計 画 。

（ イ メ ー ジ ） 生 育 状 況 に 関
す る デ ー タ を A I
に よ り 分 析

農 業 者 が
経 営 改 善 な ど に 活 用

（ 技 術 例 ） A I を 活 用 し た ス マ ー ト 育 種

※ 人 ⼯ 知 能 関 連 技 術 の 研 究 開 発 及 び 活 用 の 推 進 に 関 す る 法 律

育 種 ビ ッ グ デ ー タ と A I に よ り 最 適 な
交 配 親 を 選 定

育 種 期 間 や コ ス ト の ⼤ 幅 削 減 。
（ 稲 ・ 麦 ・ ⼤ 豆 の 例 ： 1 3 年 → 7 年 ）

【 農 研 機 構 で 開 発 中 】

収
量

食 味

こ の 交 配 で 予 想 さ れ る
子 世 代 の 形 質

交 配 親

交 配 親 よ り 良 食 味 ・
高 収 量 品 種 が 開 発
可 能 な こ と を 予 測

出 典 ： 株 式 会 社 F R D ジ ャ パ ン

2 0 1 4 年 に 創 業 し た ス タ ー ト ア ッ プ 。 世
界 初 の 完 全 密 閉 型 植 物 ⼯ 場 技 術
「 C ult u r e M a c hi n e 」 に よ り 、 精 密 制
御 さ れ た 環 境 下 で レ タ ス や ハ ー ブ 等 を
生 産 。

（ 技 術 （ 企 業 ） 例 ）  P L A N T X

出 典 ： 株 式 会 社 プ ラ ン テ ッ ク ス
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（ 参 考 ） み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 に 基 づ く 取 組 の 進 捗 状 況
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「 環 境 と 調 和 の と れ た 食 料 シ ス テ ム の
確 立 」 が 主 要 政 策 と し て 位 置 付 け

✓ 農 林 漁 業 者 が 単 独 ま た は 共 同 で
行 う 環 境 負 荷 低 減 の 計 画 を 都 道
府 県 知 事 が 認 定

み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 令 和 ３ 年 ( 2 0 2 1 年 ) 策 定

国 際 的 な 展 開

○ 地 球 温 暖 化 対 策 や 生 物 多 様 性 保 全 な ど 、 食 料 シ ス テ ム に お け る 環 境 問 題 へ の 世 界 的 な 対 応 が 、 2 0 2 0 年 代 に 入 り さ ら に 進 展 。

○ 我 が 国 の 農 林 水 産 業 の 生 産 現 場 に お い て も 、 気 候 変 動 の 影 響 や 資 材 調 達 の 不 安 定 化 が 年 々 深 刻 化 。 食 料 シ ス テ ム の 持 続 性 確 保 は 喫 緊 の 課 題 。

○ こ う し た 状 況 の 下 、 農 林 水 産 省 に お い て 、 令 和 ３ 年 に 「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 」 を 策 定 。 持 続 可 能 な 食 料 シ ス テ ム の 確 立 に 向 け 、 革 新 的 技 術 の 社 会

実 装 も 踏 ま え 、 長 期 的 視 点 に 立 っ た K P I を 設 定 し 、 様 々 な 施 策 を 展 開 。 ま た 、 ア ジ ア ・ モ ン ス ー ン 地 域 の 持 続 的 な 食 料 シ ス テ ム の モ デ ル と し て 国 外 へ 発 信 。

将 来 に わ た る

持 続 可 能 な 食 料 シ ス テ ム の 確 立

～ 食 料 ・ 農 林 水 産 業 の 生 産 力 向 上 と 持 続 性 の 両 立 を イ ノ ベ ー シ ョ ン で 実 現 ～

戦 略 実 現 を 支 え る 主 な 制 度

我 が 国 が 有 す る G H G （ 温 室 効 果 ガ ス ）
排 出 削 減 技 術 を 海 外 へ 展 開

国 際 ル ー ル メ ー キ ン グ に お け る
プ レ ゼ ン ス 発 揮 へ

環 境 負 荷 低 減 の 取 組 の
「 見 え る 化 」

J ー ク レ ジ ッ ト の
活 用 推 進

脱 輸 入 ・ 脱 炭 素 ・ 環 境
負 荷 の 低 減 の 推 進

高 い 生 産 性 と 両 立 す る
持 続 可 能 な 生 産 体 制 の

構 築

持 続 可 能 な 消 費 の 拡 大 や
食 育 の 推 進

持 続 可 能 な
加 工 ・ 流 通 シ ス テ ム
の 確 立

な ど  計 １ ４ の K P I を 設 定

調 達 生 産

加 工 ・ 流 通消 費

み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 で は

2 0 5 0 年 ま で に

✓ 農 林 水 産 業 の C O 2 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化

✓ 化 学 農 薬 使 用 量 （ リ ス ク 換 算 ） の 5 0 ％ 低 減

✓ 化 学 肥 料 使 用 量 の 3 0 ％ 低 減

✓ 耕 地 面 積 に 占 め る 有 機 農 業 の 割 合 を 2 5 ％ に 拡 大

✓ 事 業 系 食 品 ロ ス の 最 小 化

✓ 食 品 製 造 業 の 自 動 化 等 に よ る 労 働 生 産 性 の 向 上

✓ エ リ ー ト ツ リ ー の 活 用 割 合 を 9 0 ％ に 拡 大

✓ 二 ホ ン ウ ナ ギ 、 ク ロ マ グ ロ 等 の 養 殖 に お け る 人 工
種 苗 比 率 1 0 0 ％ を 実 現

に じ の
き ら め き

ス マ ー ト 農 林 水 産 業
の 推 進 ・ 気 候 変 動 へ
の 適 応

戦 略 実 現 に 向 け た 主 な 取 組

有 機 農 業 の 推 進
オ ー ガ ニ ッ ク ビ レ ッ ジ
の 拡 大 、 産 地 と 消 費
地 の 連 携  等

み え る ら べ る の
普 及 、 拡 大

中 干 し 期 間 の 延 長 、
バ イ オ 炭 の 施 用  等

全 て の 補 助 事 業 等 で 、 最 低 限 行 う
べ き 取 組 を 義 務 化

※ 令 和 ９ 年 度 か ら 本 格 実 施

環 境 配 慮 の チ ェ ッ ク ・ 要 件 化 よ り も
さ ら に 進 ん だ 取 組 を 支 援

※ 令 和 ９ 年 度 か ら み ど り の 食 料 シ ス テ ム
法 の 認 定 に 対 す る 支 援 に 移 行 予 定

環 境 配 慮 の チ ェ ッ ク ・ 要 件 化

環 境 直 接 支 払 交 付 金

農 林 水 産 分 野 G H G 排 出 削 減
技 術 海 外 展 開 パ ッ ケ ー ジ
（ 通 称 ： M I D O R I ∞ I N F I N I T Y ）

2 0 2 0 2 0 3 0 2 0 4 0 2 0 5 0

省 エ ネ 設 備 の 導 入 、 化 学 肥 料 ・ 化 学
農 薬 の 使 用 低 減 、 有 機 農 業  等

※ 融 資 の 特 例 、 国 庫 補 助 金 の 優 先 採 択 等
の メ リ ッ ト 措 置 を 実 施

✓ 新 技 術 の 提 供 等 を 行 う 事 業 者 の
計 画 を 国 が 認 定

農 林 漁 業 者 だ け で は 解 決 し が た い
技 術 開 発 や 市 場 拡 大  等

デ ー タ を 利 用 し た
可 変 施 肥 、 高 温 耐 性
品 種 へ の 転 換  等

（ R ４ 制 定 ）

食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 法
食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 計 画

（ R 6 改 正 ）

（ R ７ 改 定 ）

み ど り の 食 料 シ ス テ ム 法
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み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 に 基 づ く 取 組 の 進 捗

◎ 全 都 道 府 県 で  3 1 , 0 0 0以 上 の 経 営 体 を 認 定  （ 令 和 7 年 1 １ 月 末 時 点 ） 。
◎ 特 定 区 域 （ モ デ ル 地 区 ） が 3 3 道 府 県 7 2 区 域 へ 拡 大  （ 令 和 7 年 1 １ 月 末 時 点 ） 。

み ど り の 食 料 シ ス テ ム 法

◎ み え る ら べ る 商 品 が 通 年 購 入 可 能 な 店 舗 等 が あ る 都 道 府 県 が ２ ２ 都 道 府 県 に 拡 大 。 販 売 店 舗 等 は 累 計
1, 3 0 0 か 所 を 突 破 （ 令 和 7 年 １ ２ 月 1 日 時 点 ） 。

環 境 負 荷 低 減 の 取 組 の 「 見 え る 化 」

◎ C O P 3 0 に お い て 、 我 が 国 の G H G 削 減 技 術 の 海 外 展 開 を 促 進 す る 「 ミ ド リ ・ イ ン フ ィ ニ テ ィ 」 を 発 信 。

◎ 二 国 間 ク レ ジ ッ ト 制 度 （ J C M ） を 始 め 、 具 体 的 な 脱 炭 素 プ ロ ジ ェ ク ト 案 件 形 成 に 向 け 、 「 み ど り 脱 炭 素 海 外
展 開 コ ン ソ ー シ ア ム 」 の 場 で 、 我 が 国 企 業 と 国 内 外 の パ ー ト ナ ー と の マ ッ チ ン グ 等 を 推 進 。

国 内 外 へ の 発 信

◎ 「 オ ー ガ ニ ッ ク ビ レ ッ ジ 」 が 全 国 1 5 ４ 市 町 村 （ 令 和 ７ 年 １ ２ 月 時 点 ） へ 拡 大 。
◎ 有 機 農 産 物 等 を 専 門 に 取 り 扱 う 農 業 協 同 組 合 が 設 立 さ れ る 等 、 広 域 流 通 の 拡 大 に 向 け た 取 組 が 活 発 化 。

有 機 農 業

環 （ 企 画 班 ）

◎ プ ロ グ ラ ム 型 プ ロ ジ ェ ク ト の 活 用 等 に よ り 、 「 水 稲 栽 培 に お け る 中 干 し 期 間 の 延 長 」 の 取 組 が 急 速 に 拡 大 。

カ ー ボ ン ・ ク レ ジ ッ ト

◎ 改 正 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 法 及 び 食 料 ・ 農 業 ・ 農 村 基 本 計 画 に お い て 、 「 環 境 と 調 和 の と れ た 食 料 シ ス テ ム
の 確 立 」 が 明 記 。 新 た な 基 本 計 画 に 基 づ き 、 「 み ど り 加 速 化 G X プ ラ ン 」 の 策 定 に 向 け た 検 討 等 を 実 施 。

基 本 法 、 基 本 計 画
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み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 K P I の 2 0 2 1 年 、 2 0 2 3 年 及 び 2 0 2 4 年 実 績 値 一 覧 に つ い て

「 み ど り の 食 料 シ ス テ ム 戦 略 」 K P I と 目 標 設 定 状 況

K P I 2 0 3 0 年 目 標 2 0 5 0 年 目 標
2 0 2 1 年
実 績 値

2 0 2 3 年
実 績 値

2 0 2 4 年
実 績 値

温
室
効
果
ガ
ス
削
減

①
農 林 水 産 業 の C O ₂ ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ ン 化
( 燃 料 燃 焼 に よ る C O 2 排 出 量 )

1, 4 8 4 万 t- C O 2

（ 1 0. 6 ％ 削 減 ）
０ 万 t- C O 2

( 1 0 0 % 削 減 )
1, 8 1 5 万 t- C O ₂
（ 9. 5 ％ 増 加 ）

1, 8 5 6 万 t- C O ₂
（ 1 1. 9 ％ 増 加 ）

2 0 2 6 年 ４ 月 に
把 握 予 定

② 農 林 業 機 械 ・ 漁 船 の 電 化 ・ 水 素 化 等 技 術 の 確 立

既 に 実 用 化 さ れ て い る 化 石 燃 料 使 用 量 削 減 に 資 す
る 電 動 草 刈 機 、 自 動 操 舵 シ ス テ ム の 普 及 率 ：
5 0 %

２
０
４
０
年

技
術
確
立

自 動 操 舵 シ ス テ ム ： 4. 7 ％  
電 動 草 刈 機 ： 1 6. 1 ％

自 動 操 舵 シ ス テ ム ：
7. 8 ％  

電 動 草 刈 機 ： 2 3. 7 ％

自 動 操 舵 シ ス テ ム ：
9. 8 %

電 動 草 刈 機 ： 2 7. 7 %​

高 性 能 林 業 機 械 の 電 化 等 に 係 る T R L
T R L 6 ： 使 用 環 境 に 応 じ た 条 件 で の 技 術 実 証
T R L 7 ： 実 運 転 条 件 下 で の プ ロ ト タ イ プ 実 証

小 型 ( 一 輪 車 ) : T R L 5 ～ 6
( ド ロ ー ン ) ： T R L ９

⼤ 型 ： T R L １ ～ ２

小 型 ( 一 輪 車 、 ド ロ ー ン ) ：
T R L ９

⼤ 型 ： T R L １ ～ ２

小 型 ( 一 輪 車 、 ド ロ ー ン ) ：
T R L ９

⼤ 型 ： T R L １ ～ ２

小 型 沿 岸 漁 船 に よ る 試 験 操 業 を 実 施
漁 船 の 具 体 的 検 討 を

開 始
水 素 燃 料 電 池 養 殖 作 業

試 験 船 の 仕 様 決 定
水 素 燃 料 電 池 養 殖 作 業

試 験 船 の 設 計 完 了

③ 化 石 燃 料 を 使 用 し な い 園 芸 施 設 へ の 移 行 加 温 面 積 に 占 め る ハ イ ブ リ ッ ド 型 園 芸 施 設 等 の 割 合 ： 5 0 ％ 化 石 燃 料 を 使 用 し な い 施 設 へ の 完 全 移 行 1 0. 6 ％ 1 1. 6 ％
2 0 2 6 年 ３ 月 に

把 握 予 定

④
我 が 国 の 再 エ ネ 導 ⼊ 拡 ⼤ に 歩 調 を 合 わ せ た 、
農 山 漁 村 に お け る 再 エ ネ の 導 ⼊

2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け て 、 農 林 漁 業 の 健 全
な 発 展 に 資 す る 形 で 、 我 が 国 の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 ⼊ 拡
⼤ に 歩 調 を 合 わ せ た 、 農 山 漁 村 に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の
導 ⼊ を 目 指 す 。

2 0 5 0 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け て 、 農 林
漁 業 の 健 全 な 発 展 に 資 す る 形 で 、 我 が 国 の 再 生 可
能 エ ネ ル ギ ー の 導 ⼊ 拡 ⼤ に 歩 調 を 合 わ せ た 、 農 山 漁
村 に お け る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 ⼊ を 目 指 す 。

ー ー ー

環
境
保
全

⑤ 化 学 農 薬 使 用 量 （ リ ス ク 換 算 ） の 低 減 リ ス ク 換 算 で 1 0 ％ 低 減
1 1, 6 6 5

( リ ス ク 換 算 値 )
（ 5 0 ％ 低 減 ）

2 1, 2 3 0
（ リ ス ク 換 算 値 ）
（ 約 ９ ％ 減 ）

1 9, 8 3 9 
（ リ ス ク 換 算 値 ）
( 約 1 5. 0 ％ 減 )

1 8, 6 8 2
（ リ ス ク 換 算 値 ）
（ 約 1 9. 9 ％ 減 ）

⑥ 化 学 肥 料 使 用 量 の 低 減
7 2 万 ト ン

( 2 0 ％ 低 減 )
6 3 万 ト ン

（ 3 0 ％ 低 減 ）
8 5 万 ト ン

（ 約 ６ ％ 低 減 ）
6 8 万 ト ン

（ 約 2 5 ％ 低 減 ）
2 0 2 6 年 ７ 月 に

把 握 予 定

⑦ 耕 地 面 積 に 占 め る 有 機 農 業 の 割 合 6. 3 万 h a 1 0 0 万 h a （ 2 5 ％ ） 2. 6 6 万 h a 3. 4 5 万 h a
2 0 2 6 年 ６ 月 に

把 握 予 定

食
品
産
業

⑧ 事 業 系 食 品 ロ ス を 2 0 0 0 年 度 比 で 半 減
2 7 3 万 ト ン

（ 5 0 ％ 削 減 ）
2 7 9 万 ト ン

（ 4 9 ％ 削 減 ）
2 3 1 万 ト ン

（ 5 8 ％ 低 減 ）
2 0 2 6 年 ６ 月 に

把 握 予 定

⑨ 食 品 製 造 業 の 自 動 化 等 を 進 め 、 労 働 生 産 性 を 向 上
6, 6 9 4 千 円 / 人
（ 3 0 ％ 向 上 ）

5, 1 5 2 千 円 / 人
（ 0 ％ 向 上 ）

5, 9 1 3 千 円 / 人
（ 1 4. 9 ％ 向 上 ）

5, 8 5 9 千 円 / 人
( 1 3. 8 ％ 向 上 ）

⑩ 飲 食 料 品 卸 売 業 の 売 上 高 に 占 め る 経 費 の 縮 減 飲 食 料 品 卸 売 業 の 売 上 高 に 占 め る 経 費 の 割 合 ： 1 0 ％ 1 3. 4 ％ 1 2. 4 ％
2 0 2 6 年 ７ 月 に

把 握 予 定

⑪
食 品 企 業 に お け る 持 続 可 能 性 に 配 慮 し た 輸 入 原 材 料
調 達 の 実 現

1 0 0 ％ 3 6. 5 ％ 4 1. 6 % 4 9. 3 ％

林
野

⑫

林 業 用 苗 木 の う ち エ リ ー ト ツ リ ー 等 が 占 め る 割 合 を 拡 ⼤

高 層 木 造 の 技 術 の 確 立 ・ 木 材 に よ る 炭 素 貯 蔵 の 最 ⼤
化

エ リ ー ト ツ リ ー 等 の 活 用 割 合 ： 3 0 ％ 9 0 ％ 6. 2 ％ 9. 5 ％
2 0 2 6 年 ４ 月 に

把 握 予 定

水
産

⑬ 漁 獲 量 を 2 0 1 0 年 と 同 程 度 （ 4 4 4 万 ト ン ） ま で 回 復 4 4 4 万 ト ン 3 1 5 万 ト ン 2 8 9 万 ト ン
2 0 2 6 年 ３ 月 に

把 握 予 定

⑭
ニ ホ ン ウ ナ ギ 、 ク ロ マ グ ロ 等 の 養 殖 に お け る 人 ⼯ 種 苗 比 率

養 魚 飼 料 の 全 量 を 配 合 飼 料 給 餌 に 転 換

1 3 % 1 0 0 ％ 2. 9 % 4. 7 ％
2 0 2 6 年 ３ 月 に

把 握 予 定

6 4 ％ 1 0 0 ％ 4 5 % 4 9 ％ 4 7 %

資 料 ①

3 4


	スライド 0
	スライド 1
	スライド 2: 地球温暖化対策の枠組みと地球温暖化影響調査レポートの関係
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 令和６年（2024年）の天候と平均気温
	スライド 6: 令和６年（2024年）夏秋季の平均気温
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	野菜01.pdf
	４　近年の指定野菜の価格動向（東京都中央卸売市場）
	６　夏季の高温等による生産面への影響
	７　技術対策（適応策及び高温耐性品種）

	園芸被害対策.pdf
	ADP1F73.tmp

	斑点米カメムシ.pdf
	スライド番号 1

	みどり本部01.pdf
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 26
	スライド 27: 新品種の育成・普及の加速化に向けた取組
	スライド 28

	8 気候変動への適応の取組の推進.pdf
	スライド番号 1




